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八尾市域で土木建築の工事を行 う場合、

文化財保護法第57条の つにより届出を必要 とする区域



八尾市立歴史民イ谷資料館



河内平野の歴史は、その成立からも「水との戦い」と言われていますが、発掘調

査から検出された遺構からも、当時の河川の氾濫のすさまじい様子がうかがわれ、

当時の人達が積極的に水に立向い、今日見られるような肥沃な土壌が作りだされ

た経過が確認されつつあります。

この河内平野の南東部に位置する八尾市は、その市域内に貴重な各時代の遺跡

が数多く存在し、これらの文化財を開発による破壊から保護し後世に伝承するこ

とが、現在に生きる我々の責務であると認識し、行政と一体となり、埋蔵文化財の

保護と者田市開発の調和を図りつつ、発掘調査を進めているところであります。

財団法人八尾市文化財調査研究会が、市教育委員会の指示により実施いたしま

した昭和62年度の発掘調査は、前年度の 2倍以上に相当する24件22.535平方米で

ありまして、これらの調査の結果、数多くの遺物・遺構が検出され、その成果は、八

尾市の歴史を考える上で、極めて重要な要素をもつものであると思っております。

また、当財団設立の大きな目的のひとつである市民文化の啓発事業につきまし

ても、「発掘調査よもやま話」をテーマにした文化財講座の開催、小学生高学年を

対象にした「チビッコ文化財夏期学級」の開設、遺跡から出上した遺物の展示或は

発掘現場の公開等を例年どおり実施し、これらの催しを通じて文化財の保護思想

の普及活動に努めてまいりました。

なお、懸案の八尾市立歴史民俗資料館も、千塚 3丁 目180番地に完成し、62年■

月8日 開館、その管理運営を委託されることになり、開館記念展「八尾の歴史と文

化財」等の開催や図録の刊行を実施しましたが、今後ともその設立趣旨に従い、

特色のある有効な企画を積極的に進めてまいりたいと考えております。

本書は、昭和62年度に実施した調査事業の概要を収録して年報としたものであ

りますが、近い時期に事業別の詳細な報告書の刊行を予定いたしております。

最後になりましたが、各調査の実施にあたり、ご指導とご協力をたまわりました

関係機関各位に対しまして、心から厚くお礼を申し上げます。

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 福 島  孝
昭和63年 4月



肖

1.本書は、財団法人入尾市文化財調査研究会が、昭和62年度に行ったすべての事

業の概要をまとめたものである。

1.埋蔵文化財の発掘調査の項は、調査担当者 (高萩千秋 。原田昌則・成海佳子・

西村公助・駒澤敦)の報告をもとに、原田が検討を加えてまとめた。全体の編集

は原田が行った。

1.本書に掲載した地図は、八尾市発行の2500分の 1を使用した。埋蔵文化財分布

図は、八尾市教育委員会発行 (昭和61年 4月 1日 )の.ψをぅもととこ
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八尾市文化財調査研究会の概要

目的

入尾市域の文化財の調査・保存・研究を通じて文化財の保護を図るとともに、市民の文化

財保護に関する理解を深め、地域文化の発展に寄与し、永く後世に文化遺産を継承すること

を目的とする。

事業内容

●入尾市立歴史民俗資料館の管理

●埋蔵文化財の発掘調査および内業整理業務の受託

●埋蔵文化財以外の文化財の調査研究

●文化財に関する講座・講演会及び展示会の開催

●八尾市教育委員会からの受託業務

●その他目的を達成するために必要な業務

設立年月日

昭和57年 7月 1日

事務局所在地

大阪府八尾市清水町 1丁目2番 1号

歴史民俗資料館所在地

大阪府八尾市千塚 3丁 目180番地の 1

役員および組織 (昭和63年 3月 31日 現在)

顧 間 1名

理 事 13名 (理事11名・監事 2名 )

評議員 14名

理事長― 事務局長

王 登 逐 I藪
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文掌事務

調査室―埋蔵文化財の調査研究・啓発事業及びそれらに関わる庶務

事業室―歴史民俗資料館の管理・事業運営及びそれらに関わる庶務

7 役員・職員の名簿 (昭和83年 3月 31日 現在) (50音順 )

顧  問

理 事 長

理  事

〃

〃

〃

アア

〃

〃

〃

〃

〃

監  事

評 議 員

山脇 悦司 入尾市長 (前理事長)

福島  孝

今川 金治 八尾商工会議所会頭

越智 妙子 八尾市議会議員

貴島 正男 入尾市郷土文化推進協議会会長

田代 克巳 帝塚山短期大学教授

辻合喜代太慎h 帝国女子大学名誉教授

西谷 信次 八尾市教育長

古橋  了 星電器製造株式会社取締役社長

松浦 慶太 入光信用金庫理事長

森岡安治郎 八尾市農業協同組合組合長

吉房 康幸 大阪府教育委員会文化財保護課長

伊藤  弘 八尾商工会議所副会頭

西崎  宏 八尾市収入役

浅井 允晶 界女子短期大学教授

安積 由高 やお文化協会常任理事

阿部  孝 やお文化協会事務局長

上井 久義 関西大学教授

奥野 俊雄 やお文化協会常任理事

櫻井 敏雄 近畿大学助教授

棚橋 利光 大阪府立入尾高等学校教諭

塚口 義信 界女子短期大学教授

徳丸 義也 入尾市議会議員

細見 二郎 八尾商工会議所副会頭

松井 一雄 入尾市理事

二上 幸寿 入尾市史編集委員

村川 行弘 大阪経済法科大学教授

山中 孝― 八尾市教育委員会社会教育部長
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調 査 室

調査室長 市森 管宣 (事務局長兼務)八尾市教育委員会より出向

調 査 係 高萩 千秋

〃   原田 昌則

〃  成海 佳子 (嘱託 )

〃  西村 公助 (〃 )

〃  駒澤  敦 (〃 )

庶 務 係 富田よしの

〃  中谷 暁子 (嘱託 )

事 業 室

事業室長 安井 良三 (市立歴史民俗資料館長兼務)八尾市教育委員会より出向

事業係長 浅井 隆三 八尾市教育委員会より出向

事 業 係 小谷 利明

〃  尾崎 良史

8 理事会 。評義員会の開催

会  議  名 開 催 年 月 日 議 事 内 容

第 1回 理事 会

昭和62年 6月 12日

評議員の選任に関する件

理事の選任に関する件

昭和61年度事業報告承認の件

昭和61年度収支決算承認の件

歴史民俗資料館の見学

第 1回評議員会

臨 時 理 事 会

昭和62年 8月 7日

・理事長の選出に関する件

・寄附行為の一部変更に関する件

臨時評議員会

第 2回 理事 会

昭和63年 3月 30日

昭和63年度事業計画承認の件

昭和63年度収支予算承認の件

第 2回評議員会
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II 埋蔵文化財の発掘調査

当調査研究会が、昭和62年度に入尾市教育委員会の指示を受けて実施した発掘調査は24件を

数え、面積は22535.26m2を測る。ただし、 7八尾南・ 8八尾南については、一部昭和61年度か

ら継続する事業であるため、上記の数イ直がすべてを示しているとは言い難いが、昭和57年 7月

に当調査研究会が発足して以来、調査件数および面積においても最も多い年度であった。当然

ながら、発掘調査は開発4子為に伴う一過性のものが分く、経済状況の推移に影響されて増減す

ることは言うまでもない。今年度に実施した発掘調査23件中 7件が民間の開発に伴う発掘調査

で、例年に較べても高い比率を示している。

昭和62年度に実施した発掘調査では、旧石器時代～室町時代までの遺構・遺物を検出してお

り、多大な成果を得た。以下、おもな検出遺構・出土遺物を時代順に列挙する。

旧石器時代 遺構は検出されていないが、 9入尾南遺跡では後期旧石器時代末期に比定され

る有舌尖頭器が 2′点検出されている。

弥生時代前期 7八尾南遺跡で掘立柱建物で構成される建物群の他、同時期に比定される自

然河川ではシガラミが検出されている。また、掘立柱建物群に近接して甕棺墓一基が検出され

ている。16田井中遺跡では、初めてこの時期に比定される土坑 1基を検出し、新たな知見を加

える結果となった。

弥生時代中期 この時期の遺構は、16田井中遺跡で土坑 6基・濤 2条が検出されている。17

田井中では包含層を確認している。

弥生時代後期 この時期の遺構は、 4小阪合遺跡・ 7八尾南遺跡・ 9入尾南遺跡 。13東郷遺

跡。16田井中遺跡・24中田遺跡で検出した。 7八尾南遺跡で水田。9八尾南遺跡で井戸・土坑・

濤の他、方形周濤墓を検出したことにより、既往調査結果を含めて八尾南遺跡の当該期の集落

構成が明確になった。13東郷遺跡では、上坑・落ち込み等の遺構が検出され、当該期の集落の

中心が遺跡推定範囲の北東部に存在することが明らかになった。16田井中遺跡では、土坑 1基

が検出されており、この結果から田井中遺跡が弥生時代全般にわたる遺跡であることが確認さ

れた。24中田遺跡では井戸 1基を検出し、中田遺跡の当該期の集落が東方に広がることが明確

になった。

古墳時代前期 (庄内式期・布留式期)4小 阪合遺跡・ 5小阪合遺跡・ 7八尾南遺跡。13東郷

遺跡 。14東郷遺跡で、これまでの調査結果と同様居住域の一部を検出している。 7八尾南遺跡

では今回の調査区の結果、この調査地付近が既往調査で確認されている当該期の居住地の南端

に当たることが確認された。14東郷遺跡では、井戸・水田等が検出された。特に、当該期の水



田については、新知見であり今回の調査の結果、集落を構成する居住域・墓域・生産域が明確

になった。18萱振 B遺跡では、濤の中から布留式の新段階に比定される土器が多量に出上して

いる。

古墳時代中期 5小阪合遺跡 。9八尾南遺跡・12八尾南遺跡 。13東郷遺跡でこの時期の遺構

を検出した。 9八尾南遺跡では、古墳時代中期中葉の居住域と古墳時代中期末から後期初頭の

古墳 (方墳)3基 が検出された。特に、古墳時代中期中葉に比定される井戸から、木製鞍の前

輪が出土している。

奈良時代 20成法寺遺跡 。21東弓削遺跡 。22矢作遺跡◆検出した。20成法寺遺跡では、掘立

柱建物・土坑を検出し、既往調査の結果を含めて当該期の居住域が南北100mに わたって広がる

ことが半」明した。22矢作遺跡では、自然河川を検出している。

平安時代 この時期に比定される遺構は、12八尾南遺跡・14東郷遺跡 。17田井中遺跡でいず

れも後期から末期に比定される水田が検出されている。

室町時代  9小阪合遺跡・12小阪合遺跡 。13小阪合遺跡では、この時期に埋没した河川 (旧

楠根川)が検出されている。

中 。近世 19跡部遺跡で旧長瀬川の堤防を検出している。

Tt=棄
~

ー

＼

ー

翌 挙

口 職

R

八尾南遺跡(第 8次調査)sE-4調査風景
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昭和62年度発掘調査―覧表

番号 遺  跡  名 調 査 地 原  因  者 原 因 調 査 期 間
(In2)

面 積 担 当

1 小阪合 (第 9次 ) 小阪合町 1丁 目
・

2丁 目
入尾市 ポンプ場放流渠

昭和62年
4月 7日 ～ 7月 31日 高萩

2 小限合 (第 10次 )
南小阪合町 1丁 目
青山町3丁 目・5丁目

入尾市 区画整理
日召和62年
8月 1日 ～12月 10日

1,023 高萩

3 小阪合 (第■次 ) 南小阪合町 1丁目■ 八尾市 ポンプ場放流渠
日召和62年
8月 21日 ～ 9月 5日 高萩

4 小阪合 (第 12次 ) 小阪合町 2丁 目482 入尾市 ポンプ場放流渠
日召和62今三 日召不日63年
10月 12日 ～ 1月 18日

高萩

5 小阪合 (第 13次 ) 青山町 5丁 目 入尾市 区画整理
日召不日62年
11月 2日 ～12月 25日

高萩

6 小阪合 (第 14次 ) 南小阪合町 4丁 目 八尾市 特殊人孔
昭和63年
1月 ■ 日～ 1月 13日 高萩

7 入尾南 (第 5次 ) 若林町 1丁目76 三起商行棚 社 屋
昭不日61年  日召不日62年
9月 1日 ～ 7月 4日

4,500 駒 澤

8 八尾南 (第 7次 ) 木 の本 ■0 入尾市
仮称
第 2大正小学校

日召不日62年
2月 10日 ～ 7月 8日

3,043 西村

9 八尾南 (第 8次 ) 若林町 1丁 目87 新進不動産い 店舗付住宅
日召希日62今二 日召不日63年
5月 18日 ～ 1月 31日

9、 96ユ
田
澤
原
駒

八尾南 (第 9次 ) 若林町 1丁 目23 入尾市 ポンプ場建設
日召和62年
7月 23日 ～ 8月 19日 駒澤

入尾南 (第 9次 ) 若林町 1丁目23 八尾市 導水路建設
日召不日62年
7月 23日 ～ 8月 19日

駒 澤

八尾南 (第 10次 ) 西木の本 4丁 目41 近畿財務局 宿合建設
日召和62年
7月 27日 ～10月 5日

成海

東 郷 (第 24次 ) 桜ヶ丘 3丁 目1241 奥山長次郎 共同住宅
日召和62年
4月 8日 ～ 4月 23日

258 高萩

東 郷 (第 25次 )
北本町 2丁 目240

～242
小倉幸太郎
吉岡 九一 共同住宅

昭和62年
7月 20日 ～ 9月 17日

西村

東 郷 (第 26次 ) 荘内町 1丁目28～ 31
日本電信
電話会社

地下施設建設
日召和63年
1月 16日 ～ 1月 29日

高萩

田井中(第 5次 ) 空港 1丁目81 大阪
防衛施設局

通信施設
日召和62年
10月 19日 ～12月 5日

西 村

田井中(第 6次 ) 志紀町西 3丁 目 近畿財務局 宿合建設
昭和62年
11月 24日 ～12月 26日

成海

萱振 B(第 4次 ) 緑ヶ丘 1丁目118 八尾市 市営住宅
昭和62年 昭和63年
12月 3日 ～3月 19日

1,200 西 村

跡 部 (第 3次 ) 安中町
3丁 目26
19-5 東興殖産い 集合住宅建設

日召不日62年
4月 6日 ～ 5月 18日

1 150 成海

成法寺 (第 3次 ) 清水町 2丁 目25 入尾市 体育館建設
日召和62年
5月 25日 ～ 7月 15日 高萩

東弓削 (第 3次 ) 入尾木東3丁 目38 近畿財務局 宿合建設
昭和63年
1月 7日 ～ 2月 20日 成 海

矢 作 (第 2次 ) 高美町 4丁 目141 ①八尾納税協会 事務所建設
昭和62年
10月 23日 ～■月18日

160 成 海

久宝寺 (第 2次 ) 久宝寺 6丁 目226 西 田 信 之 共同住宅
日召和63年
2月 16日 ～ 2月 29日 駒 澤

中 田 (第 1次 ) 中国 2丁 目29・ 39 tA本寸E=ノく農る 共 同住 宅
昭和63年
2月 22日 ～3月 11日 成 海

-6-



1 小阪合遺跡

こ ざか い

1 小阪合遺跡 (第 9次調査 )

調 査 地 八尾市小阪合町 1丁目～ 2丁 目

調査期間 昭和62年 4月 7日 ～昭和62年 7月 31日

調査面積 330m2

1よ じ皮汽こ

今回の発掘調査は小阪合ポンプ場放流渠築造工事に伴うもので、当調査研究会力Ⅵ 阪ヽ合遺跡

内で実施した発掘調査の第 9次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地に位置しており、現た

の行政区画では青山町 。南小阪合町・小阪合町一帯にあたる。なお、当遺跡周辺では、南に中

田遺跡、南西に矢作遺跡、西に成法寺遺跡、北西に東郷遺跡、北に萱振B遺跡が近接して存在

している。

当遺跡内では昭和57年度以降、入尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業および関連事業

に伴って継続的に発掘調査が実施されており、それに先立って大阪府教育委員会 (2回 )・八尾

市教育委員会 (2回 )。 当調査研究会 (8回)に よって昭和61年度までに計12回にわたる発掘調

査が実施されてきた。それらの調査結果を総合すると、小阪合遺跡は弥生時代後期から近世に

至るまで連綿と営まれ続けてきた遺跡であることが確認されている。

今回の調査地は、現楠根川の流路部分80mで昭和61年に当調査研究会が実施した第 7次調査

地の南側にあたる。

調査概要

調査地は現楠根川の流路部にあたるため、流路を鋼矢板で東西に三分 (東調査区・西調査区)

して調査した。掘削に際しては、今回の調査と同様現楠根川の流路で実施した第 7次調査の調

査結果を参考に現地表下1.8～ 2.3m前後までを機械掘削、以下0.4mを 人力掘削とした。人力掘

削終了後、さらに機械掘削を実施し、東側調査区では現地表下3.5m、 西側調査区では現地表下

6mま での堆積土層を観察した。

調査の結果、調査区全域の現地表下1.8m前後以下で埋没した河川跡を確認した。ただ、限定

された調査区であるため埋没河川の規模・深度等は不明である。出土遺物は、河川の内部に堆

積する砂層から弥生時代後期～鎌倉時代に比定される雑多な土器の小破片が少量出上してい

る。



1 小阪合遺跡
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1 小阪合遺跡

まとめ

調査の結果、第 7次調査 と同様旧楠根川の流路を確認した。この流路は、出土遺物からみれ

ば少なくとも鎌倉時代までは現楠根川 (川幅 5m)よ りは大規模な川であったことが確認でき

た。

周辺の発掘調査一覧表

需 調 査 主 体 調 査 期 間 支 献 発  行

① 当調査研究会 (第 1次 ) 57年 11月 ～58年 3月 小阪合遺跡 :働八尾市文化財調査研究会報告10 1987 3

② 同    上 (第 2次 ) 58年 6月 ～58年 7月 小阪合遺跡 :働八尾市文化財調査研究会報告■ 1987 3

③ 同    上 (第 3次 ) 58年 10月 ～59年 3月 同  上 同  上

④ 大 阪府教 育 委 員会 58年 10月 ～59年 3月 (小阪合ポンプ場建設に伴う発掘調査)

⑤ 当調査研究会 (第 4次 ) 59年 6月 ～59年 11月
昭4E159年度事業慨要

議言≧キャィ附ナ調奉/T寮杢銀告 7 1985 4

⑥ 大阪府教 育 委 員 会 59年 9月 ～59年 11月
(都下 計 画事 業 履 屋 川 雨 訃 流 域 下 水 道 事 業 に

基 胴 誦 本 ヽ

⑦ 入尾 市教 育 委 員 会 59年■月
入尾 市 内 遺 跡 昭 和 59平反 発 弧 調 査 報 告 書 :

八巳 TFサイ勝 誦 碁 紆 な谷 コ 1985.3

③ 当調査研究会 (第 5次 ) 60年 1月 ～60年 3月
小 阪合 遺 跡 発 掘 調 査 概 要 :

研 入 屋 市 笠 イ監財 調 春 紆 安 会 報 告 8 1986 3

⑨ 同    上 (第 6次 ) 60年 7月 ～60年 12月 昭和 60年度事 業 概要 報告 互市笠 イ監財調容群 守会 疑告 9 1986 4

⑩ 入尾市教 育 委 員 会 61年 2月
入尾 市 内遺 跡昭Tl160年 度 発掘 調査 報告 膏

八昆市マ イ路財調春 報告 12 1986 3

① 当調査研究会 第 7次) 61年 4月 ～61年 8月
昭和 61年度事 業概 要 報告

研 八屋市マ イ監財調蓉 研 寮会 報告 14 1987 12

⑫ 同 上 第 8次 61年 8月 ～61年 12月 同  上

⑬ 同 上 第 9次 62年 4月 ～62年 7月 今回報告

⑭ 同 上 第10次 62年 8月 ～62年 12月 同  上

⑮ 同 上 第■次 62年 8月 ～62年 9月 同  上

⑮ 同 上 第12次 62年 10月 ～63年 1月 同  上

@ 同 上 第13次 62年 11月 ～62年 12月 同 上

⑬ 同 上 第14次 63年 1月 同 上



1 小阪合遣跡

西調査区全景(北から)

東調査区全景(北から)



2 小阪合遺跡

こ ざか い

小阪合遺跡 (第10次調査 )

調 査 地 八尾市南小阪合町 1丁目。青山町 3・ 5丁 目

調査期間 昭和62年 8月 1日 ～昭和62年12月 10日

調査面積 1023m2

はじめに

今回の発掘調査は、入尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴うもので、昭和57年度

から当調査研究会が継続して発掘調査を実施している。今回の発掘調査は当調査研究会力Ⅵ 阪ヽ

合遺跡内で実施した第10次調査にあたる。調査対象地は区画道路予定地の10ケ所で広い範囲に

分散している。

調査概要

調査地は10ケ所 (第 1調査区～第10調査区)の区画道路予定地で、道路予定地の中央部に幅

2.5mの トレンチ (但し第 5調査区は幅 lm)を設定した。掘削に際しては、既往調査の結果を

参考にして現地表下0.3～ 0.5m前後までを機械掘削し、以下0.4～ 0.5mを 人力掘削して遺構。遺

物の検出に努めた。

1面ないし2面にわたる調査を実施した結果、各調査区で弥生時代後期・古墳時代前期 (庄

内式新相～布留式古相)・ 古墳時代中期・平安時代・鎌倉時代～室町時代 。近世の概ね 6時期に

わたる遺構・遺物を検出した。

第 1調査区

調査地は、当遺跡推定範囲の北部に位置するもので、調査区は南北方向に長さ46mを 測る。

調査の結果、況地表下 0.4m(標高7.7m)前後で鎌倉時代～江戸時代に至る遺構を検出した。

検出した遺構は、井戸 1基・濤 2条である。さらに、現地表下0.8m(標 高7.3m)付近では古墳

時代前期に比定される土坑 1基を検出している。

第 2調査区

第 1調査区の南部に位置する調査区で、東西方向に長さ94mを 測る。調査の結果、現地表下

0.4m(標高7.7m)前後で鎌倉時代～室町時代に比定される濤 4条、江戸時代に比定される土坑

1基・濤 9条を検出した。さらに、現地表下0.8m(標高7.3m)前後では古墳時代前期 (庄内式

新相～布留式古相)に比定される土器溜・濤 7条・自然河川 4条を検出した。特に、土器溜か

らは産内式新相の在地産の上器とともに吉備地方・山陰地方の特徴を持つ土器が多量に出上し

ている。



2 小阪合遺跡

第 3調査区

第 3調査区は第 2調査区の南東部約40mに位置する。東西方向に伸びる調査区で、長さ43mを

測る。調査の結果、読地表下0.6m(標 高7.7m)前後で古墳時代中期～江戸時代に至る遺構。遺

物を検出した。古墳時代中期に比定される遺構には土坑 1基、鎌倉時代～江戸時代に比定され

る遺構には濤 6条がある。さらに、現地表下 lm(標高7.3m)前後では古墳時代前期 (庄内式

新相～布留式古相)に比定される自然河川 2条を検出した。

第 4調査区

第 4調査区は第 3調査区の東部約20mに位置し、西端は昭和58年度に当調査研究会が発掘調

査を実施した第 2次調査地の南東部に接する。東西方向に伸びる調査区で長さ36mを 測る。調査

の結果、現地表下1.2m(標高7.3m)前後で鎌倉時代に比定される濤12条 を検出した。これらの

濤は、形状からみて農耕に関連したものと考えられる。

第 5調査区

第 4調査区の北東約130mに位置する調査区で、南北方向に長さ80mを 測る。調査の結果、現

地表下 lm(標高7.lm)前後で平安時代後期に比定される濤 6条を検出した。

第 6調査区

第 3調査区の南約130mに位置する調査区で、南北方向に長さ16mを測る。調査の結果、現地

表下2.3m(標高7.8m)前後で鎌倉時代～室町時代に比定される水田と東西方向に伸びる濤 3条

を検出した。

第 7調査区

当遺跡範囲の南東部に位置する調査区で、南北方向に長さ83mを 測る。調査の結果、現地表

下0.6m(標高8.Om)前後で鎌倉時代～室町時代に比定される濤 4条を検出した。さらに現地表

下0.7m(標高7.9m)前後では弥生時代後期～古墳時代前期に至る遺構・遺物を検出した。検出

した遺構は井戸 1基 。濤 4条・小穴 3個・自然河川 1条である。

第 8調査区

第 7調査区南部から東部約30mに位置する調査区で、東西方向に長さ19mを 測る。調査の結

果、現地表下0.lm(標高8.5m)前後で江戸時代に比定される濤 1条を検出した。さらに、標高

7.9m前後では弥生時代後期に比定さ絶る土坑 1基を検出した。

第 9調査区

第 8調査区東部から南北方向に設定した調査区で、長さ104mを測る。調査の結果、現地表下

0.4m(標高8.3m)前後で鎌倉時代～江戸時代に至る遺構を検出した。検出した遺構は鎌倉時代

～室町時代に比定される濤13条 と江戸時代に比定される濤 1条である。さらに、標高7.9m前後

で弥生時代後期に比定される土坑 6基・濤10条・小穴 6個を検出した。

-12-



2 小阪合遺跡

第10調査区

第 9調査区の南部に東西方向に設定した調査区で、長さ45mを 測る。調査の結果、観地表下

0.7m(標高8,4m)前後で鎌倉時代～近代に至る遺構・遺物を検出した。検出した遺物は落ち込

み状遺構と濤 6条である。このうち、濤はすべて東西方向に伸びるもので農耕に関連したもの

と考えられる。さらに、標高7.9m前後では弥生時代後期～古墳時代前期に比定される濤 2条・

小穴10個を検出している。

まとめ

今回の調査では、既往調査と同様弥生時代後期から近世に至る遺構・遺物を検出した。特に

遺跡推定範囲の北部にあたる第 1調査区～第 4調査区では古墳時代前期 (庄内式新相～布留式

古相)に比定される遺構 。遺物が検出された。小阪合遺跡内では、昭和57～ 59年度に実施した

第 1次～第 4次調査でこの時期に符号する遺構が検出されており、今回の調査の結果、さらに北

側へも広がることが確認された。また、遺跡推定範囲の南東部で実施した第 9調査区～第10調

査区では弥生時代後期に比定される居住域が確認され、この時期の小阪合遺跡内での動向の一

言卜が明らかになった。

第 1調査区 第 I調査面全景(南から)



2 小阪合遺跡

第 2調査区 第 I調査面全景(西 から)

第 3調査区 第 I調査面全景(西から)



2 小阪合遺跡

第 4調査区 第 1調査面全景(西から)

第 5調査区 第 1調査面全景(南から)
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第 7調査区 第 1調査面仝景(南から)

第 8調査区 第 1調査画全景(東から)
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2 小阪合遺跡

第 9調査区 第 1調査面全景(南から)

第 10調査区 第 2調査面全景(西から)



3 小阪合遺跡

こ ざか 彰再

3 小阪合遺跡 (第 11次調査 )

調 査 地 八尾市南小阪合町 1丁目11

調査期間 昭和62年 8月 21日 ～昭和62年 9月 5日

調査面積 276m2

はじめに

今回の発掘調査は小阪合ポンプ場放流渠築造工事に伴うもので、当調査研究会力朔 阪ヽ合遺跡

内で実施した第■次調査にあたる。調査地は昭和60年度に実施した第 5次調査地の北側にあた

る。

調査概要

今回の調査地は現楠根川の流路部にあたり、調査の範囲は南北40m。東西6mである。調査対象

地が現楠根川の流路部にあたることから、調査地の全面を鋼矢板で囲続する方法を取った。掘

削に際しては、第 5次調査の調査結果を参考に現地表下1.8m前後までを機械掘削し、以下0.4m

を人力掘削とした。人力掘削終了後、さらに機械掘削を実施して、現地表下 6m(標高2.6m)

までの土層の堆積状況を観察した。

調査の結果、第 5次調査と同様現地表下1.8m(標高7.Om)前後で近世に埋没したと考えられ

る河川隊を確認した。さらに、そこより約0.4m下層では室町時代に比定される河川跡を確認し

た。

まとめ

今回の調査では、現楠根川の下層に近世・室町時代に埋没したと考えられる二時期の河川跡

を確認した。なお、下流約100mで実施した第 9次調査地でも同様の結果が得られている。以上

のことから、読楠根川の流路は少なくとも室町時代以降には現たの流路に固定されたことが明

らかになった。



3 小阪合遺跡

第 I調査面全景(南から)
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4 小阪合遺跡

こ ざか い

4 小阪合遺跡 (第12次調査 )

調 査 地 入尾市刻ヽ阪合町 2丁 目482

調査期間 昭和62年10月 12日 ～昭和63年 1月 18日

調査面積 400m2

はじめに

今回の発掘調査は小阪合ポンプ場放流渠築造工事に伴うもので、当調査研究会力Ⅵ 阪ヽ合遺跡

内で実施した第12次調査にあたる。調査地は第 9次調査地の南側にあたる。

調査概要

今回の調査地は、現楠根川の流路部にあたり、調査範囲は南北80m。 東西 6mである。調査対

象地が現流路下にあたるため、一度に全面調査を実施することが困難であることから、調査区

を鋼矢板で東西に二分 (東調査区・西調査区)して交互に調査を実施する方法を取った。掘削

に際しては、第 9次調査の調査結果を参考に、現地表下1.8m前後までを機械掘削し、以下0.4m

は人力掘削とした。人力掘削後、さらに機械掘削を実施 し、現地表下6m(標高2.6m)ま での上

層堆積状況を観察した。

調査の結果、第 9次調査の結果と同様に現楠根川の旧流路と考えられる河川跡を調査区の全

域で確認した。

まとめ

今年度に調査を実施した第 9次調査 。第11次調査 。第12次調査および第 5次調査 (昭和60年

度)・ 第 7次調査 (昭和61年度)はすべて現楠根川の流路で実施した調査である。調査の結果、

各調査区で近世および室町時代に埋没した河川跡を確認した。特に、室町時代に埋没したと考

えられる河川跡は砂層の堆積状況からみて大規模な河川跡であったことが考えられる。また、

現流路が旧流路に重複していることが確認されていることから、この付近ではすくなくとも室

町時代以降には現在の流路に固定されたものと推定できよう。
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4 小阪合遺跡

東調査区全景(南から)



5 小阪合遺跡

こ ざか ▼再

小阪合遺跡 (第13次調査 )

調 査 地 八尾市青山町 5丁 目

調査期間 昭和62年■月2日 ～昭和62年 12月 25日

調査面積 260m2

はじめに

今回の発掘調査は入尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴うもので、当調査研究会

力Ⅵ 阪ヽ合遺跡内で実施した第13次調査にあたる。今回の調査地は、当遺跡推定範囲内の南東部

に位置し、西端は昭和59年度に当調査研究会が実施した第 4次調査地にあたる。

調査概要

今回の調査地は区画道路予定地にあたる。調査地が屈曲していることから、西端から東西方

向の長さ33mを 第 1調査区、第 1調査区の東端から南北方向の長さ29mを 第 2調査区、第 2調査

区の南端から東西方向の長さ60mを 第 3調査区とした。掘削に際しては、既往調査の結果を参考

にし、跳地表下0.3～ 0.5m前後までの上層を機械掘削し、以下0.4～ 0.5mを 人力掘削とした。

調査の結果、弥生時代後期・古墳時代前期 (庄内式新相～布留式古相)・ 古墳時代中期・平安

時代・鎌倉時代～室町時代に比定される遺構 。遺物を検出した。

第 1調査区

調査では、 3面 (第 1調査面～第 3調査面)にわたる調査を実施した。第 1調査面では現地

表下0.65m(標高8.5m)前後に存在する茶灰色細砂混シルト上面で、鎌倉時代～室町時代に比

定される濤 3条を検出した。これらの濤はすべて東西方向に伸びるもので、形状からみて農耕

に関連したものと考えられる。第 2調査面では、標高8.3m前後に存在する暗茶灰色細砂混シル

ト上面で古墳時代前期と古墳時代中期に比定される遺構・遺物を検出した。古墳時代前期に比

定されるものには、土坑 2基・小穴19個・土器集積、古墳時代中期に比定されるものには、土

坑 8基・小穴 7個・濤 2条がある。第 3調査面では、標高8.Om前後に存在する淡灰茶色シルト

上面で、弥生時代後期～古墳時代前期に比定される濤 2条・小穴15個を検出している。

第 2調査区

第 1調査区と同様 3面 (第 1調査面～第 3調査面)の調査を実施した。第 1調査面では、鎌

倉時代～室町時代に比定される土坑 1基・濤39条を検出した。第 2調査面では、古墳時代中期

と平安時代に比定される遺構を検出した。古墳時代中期の遺構には土坑 4基・濤 2条・小穴36

個がある。平安時代の遺構には、土坑 1基がある。
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5 小阪合遺跡

第 3調査区

第 2調査区と同様 3面 (第 1調査面～第 3調査面)の調査を実施した。第 1調査面では、鎌

倉時代～室町時代に比定される濤10条を検出した。これらの濤は、東西方向に伸びるもの 7条

と南北方向に伸びるもの 3条があり、形状からみて農耕に関連したものと考えられる。第 2調

査面では、古墳時代前期と古墳時代中期に比定される遺構・遺物を検出した。古墳時代前期の

遺構には土坑 4基・濤18条・小穴 9個 。自然河川 1条がある。古墳時代中期の遺構には、土坑

2基・濤 2条・小穴13個がある。第 3調査面では、弥生時代後期～古墳時代前期に比定される

濤 2条・小穴 3個を検出している。

まとめ

今回の調査地は、当遺跡推定範囲内の南部に位置し中田遺跡の北端に接している。調査の結

果、弥生時代後期～室町時代に至る遺構・遺物を検出した。特に、古墳時代前期と古墳時代中

期に比定される二時期の集落遺構が確認され、これらの時期の居住区域が当遺跡の南側にも広

範囲に存在していることが明らかになった。



5 小阪合遺跡

第 I調査区第 2調査面 (東から)

第 2調査区第 2調査面 (南から)



6 小阪合遺跡

(第14次調査 )

調 査 地 八尾市南小阪合町 4丁 目

調査期間 昭和63年 1月 11日 ～昭和63年 1月 13日

調査面積 15m2

はじめに

今回の発掘調査は特殊人孔 (マンホール)築造工事に伴うもので、当調査研究会力朔 阪ヽ合遺

跡内で実施した発掘調査の第14次調査にあたる。調査地は、昭和60年度に当調査研究会力朔 阪ヽ

合遺跡内で実施した第 6次調査地第 3調査区の北端部から北西部へ約10mに位置する。

調査概要

調査地は、特殊人孔 (マンホール)構築部分にあたり5× 3mの規模を測る。掘削に際しては、

第 6次調査地の調査結果を参考にし、現地表下1.8m前後を機械掘肖Jした。その結果、現地表下

2m(標高7.3m)ま での上層の大半が攪乱を受けていたため、遺構・遺物は検出できなかった。

なお、最終的には下層を確認する目的で乳地表下 6mま での堆積状況を観察した。

まとめ

今回の調査では、現地表下 2m(標高7.3m)ま では攪乱を受けており、新たな知見を得られ

なかった。また、現地表下 6mま で実施した下層調査でも遺物包含層は確認されていない。

跡ヒ退藝熔
こ小６
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7 入尾南遺跡

や おみなみ

7 八尾南遺跡 (第 5次調査 )

調 査 地 入尾市若林町 1丁目76

調査期間 昭和61年 9月 1日 ～昭和62年 7月 4日

調査面積 4500m2

はじめに

今回の発掘調査は社屋建設に伴って実施したもので、当調査研究会が入尾南遺跡内で実施し

た発掘調査の第 5次調査にあたる。

八尾南遺跡は南から伸びる羽曳野丘陵の先端 (河内台地)と 河内平野が融合する部分に位置

しており、現在の行政区画では若林町。西木の本一帯 (地下鉄谷町線八尾南駅周辺)に あたる。

西隣に位置する大阪市長原遺跡は、市域の違いによって名称を異にしているだけで、当遺跡と

は同一の遺跡と考えられている。当遺跡周辺には、東に木の本遺跡、西に長原遺跡 (大阪市)。

A破遺跡 (大阪市 )、 南に津堂遺跡 (藤井寺市 )、 北に城山遺跡 (大阪市)がある。

当遺跡は、昭和53～ 54年度に入尾南遺跡調査会が実施した発掘調査 (①)の結果から、長原

周辺の発掘調査一覧表

番号 調 査 主 体 調 査 期 間 文 献 発  行

① 八尾 南遺 跡 調査 会 53年 4月 ～55年 3月 入尾南遺跡 1981.  3

② 長 原 遺 跡 調 査 会 53年 7月 ～54年 8月 大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告Ⅱ 1982

⑥ 入尾 市教 育 委 員 会 55年 6月
入尾南 遺 跡・ 東郷 遺 跡発掘 調査 概 要

1981.  3

④ 同 上 55年 12月 ～56年 1月 未報告 1983.  8

⑤ 同 上 56年 6月 ～56年 7月
アヽ
'ヨ

B tt Bと ,F勇 )(1ヒ 瑠 ,こ tHフ司望主,光ヨそ■Vもυ・ ■υも■‐FFx
lgn入 屋 市 ヤ イИ財認 本 紆 今 仝 鍋 を , 1983.  3

⑥ け大阪市文化財協会 57年 12月 ～58年 3月 未報告 1983.  3

⑦ 当調査研究会 (第 1次 ) 58年 2月 ～58年 6月 1984.  4

③ 同    上 (第 2次 ) 59年 1月 ～591午 7月
日ど和 59年度 事 業 概 要 散 告 :

酬 八 尾 市 寸 社 同ナ言日本 肩千奢 谷 報 ‐ 7 1985,  4

③ 同    上 (第 3次 ) 59年 7月 ～60年 9月 け入尾市文化財調査研究会報告 6 1985。   3

⑩ 入尾 市教 育 委 員会 59年 7月 1985,  3

① 当調査研究会 (第 4次 ) 59年 10月 ～59年 11月 lgn八 屋 市 マ イイ財 調 春 紆 争 今 報 告 7 1985.  4

⑫ 同    上 (第 5次 ) 61年 9月 ～ 62年 7月 今回報告

〇 同    上 (第 6次 ) 62年 1月 昭 相 61年反 事 業 枇 要 散 告
働 入 尾 市 文 化 財 調 査 研 究 会 報 告 14

1987. 12

⑭ 同 上 第 7次 ) 62年 2月 ～62年 7月 今回報告

⑮ 同 上 第 8次 ) 62年 5月 ～63年 1月 同  上

④ 同 上 第 9次 ) 62年 7月 ～ 62年 8月 同 上

⑦ 同    上 (第 10次 ) 62年 7月 ～62年 10月 同  上
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7 入尾南遺跡
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7 入尾南遺跡

遺跡とともに旧石器時代～鎌倉時代の複合遺跡として認識されている。この調査以後、当遺跡

内では開発件数が増加し、昭和61年度までに大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研

究会によって計 9件の発掘調査が実施されている。今回の調査地は、昭和53年～54年度に入尾

南遺跡調査会が実施した発掘調査地南端から北へ約100mに あたり、昭和55年度に入尾市教育委

員会が実施した八尾南遺跡範囲確認調査 (③)の第 3調査区を含んでいる。

調査概要

調査は、調査地を北調査区 (1800∬ )と 南調査区 (2700∬ )に三分 して実施 した。掘削に際

しては、現地表下1.7～ 1.8mま でを機械掘削した後、0.2～ 0.4mを 人力掘削した。その結果、古

墳時代前期 と中世の時期に比定される遺構・遺物を検出した (第 1調査面 )。 さらに、0.2m前後

下層で弥生時代後期に比定される遺構・遺物を検出した (第 2調査面)。 また、南調査区では、

調査区側濤の断面で第 2調査面下0.2m前後までの土層中に遺物が包含されていることが確認

された。したがって、南調査区の南部約784m2については、第 2調査面下0.2m前後まで掘削して、

弥生時代前期に比定される遺構面 (第 3調査面)の調査を実施した。なお、北調査区では第 2

調査面、南調査区では第 3調査面の調査終了後、下層の状況を確認するため下層調査を実施した。

第 1調査面

第 1調査面は、現地表下 2m(標高10m)前後に堆積する褐灰色～黄灰色粘質土層上面を調査

対象面とした。調査の結果、古墳時代前期 (庄内式期)と 中世に比定される遺構 。遺物を検出

した。古墳時代前期に比定される遺構は、土坑 1基・濤 4条 。小穴 8個で、とくに北調査区の

東部から北部にかけて集中している。中世に比定される遺構には、濤 5条・小穴 7個 (北調査

区)、 濤11条・小穴 8個 (南調査区)がある。

第 2調査面

第 2調査面は、第 1調査面下0.2m前後 (標高 9,8m)前後に堆積する褐灰色粘土層の上面を

調査対象面にした。その結果、弥生時代後期に比定される水田・濤 1条 。自然河川 3条を検出

した。

第 3調査面

南調査区の南部で検出した。第 2調査面下02m(標高9.6m)前後に堆積する褐灰色～暗紫灰

色粘土層上面を調査対象面とした。調査の結果、弥生時代前期に比定される濤・掘立柱建物・

自然河川を検出した。

下層調査

既往調査で沖積地下部層 (いわゆる長原地山)か ら後期旧石器時代に比定される遺物が出上して
註 1

いるため、この層中まで遺構・遺物の存在の確認に努めた。その結果、後期旧石器時代に比定され

る遺物の出土は認められなかったが、南調査区の北端で検出した自然河川でしがらみを検出した。
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7 入尾南遺跡

しがらみは、大小60本余 りの杭を用いて構築されている。杭列は、四列で前二列と後二列の杭

列をそれぞれ斜めに打ちこんで合掌させている。後二列の杭列上に木の葉が堆積していた。し

がらみが構築されている自然河川は、調査区が限定されているため規模等は明確にし得ないが、

南調査区の南西部から北部へ流路を持つものと考えられ、淡責灰色細砂～粗砂を主とした砂層

が堆積していた。遺物は、特にしがらみの上流部 (南側)か ら弥生時代前期 (畿内第 1様式古

段階)に比定される土器が出上している。

まとめ

弥生時代前期

この時期の遺構・遺物は主に南調査区の第 3調査面および下層調査で確認された。遺構とし

ては、掘立柱建物群・甕棺墓 。しがらみ等である。今回の調査で検出した弥生時代前期の掘立

柱建物は河内平野内においては山賀遺跡・美園遺跡で検出されている程度である。また、下層
註 2      註 3

調査で確認されたしがらみについても大阪府下では久宝寺遺跡 (八尾市)・ 池島遺跡 (東大阪市)
註 4

で確認されている程度で貴重な資料の一つと言えよう。

弥生時代後期

調査の結果、比較的広範囲にわたって水田が存在していたことが確認された。なお、八尾南

遺跡内では、昭和53～54年に当調査地から北150mの地′点で八尾南遺跡調査会が実施した調査

(①)ではこの時期の遺構が検出されている。さらに、南東約400mの地′ミで当調査研究会が実施

した調査 (第 1次調査)(⑦)では方形周濤墓12基が検出されており、今回の調査成果を含めて

当該期の集落構成が明確になってきた。

古墳時代前期

この時期に比定される遺構・遺物は当調査地の北方約100m一帯で実施された既往調査 (① )

で、集落遺構・墳墓遺構・生産遺構が検出されている。今回の調査では、北調査区で土坑 1基・

濤 4条・小穴 8個を検出したのみで、南調査区ではこの時期の遺構は皆無であった。以上のこ

とから、既往調査で検出された当該期の集落の南端が当調査地の北調査区付近であったことが

想定できよう。

粧 1 働入尾市文化財調査研究会「入尾南遺跡 (第 2次調査)」『昭和59年度事業報告』 働八尾市文化財調査報告 7 1985

韮 2 働大阪文化財センター「山賀 (そ の 3)』近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書

1984・

註 3 働大阪文化財センター『美園』近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書 1984

註 4 働大阪文化財センター『久宝寺南 (その 2)』近畿自動車道天理～吹囲線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書

1987

産 5 大阪府教育委員会『池島遺跡試掘調査慨要報告 I』  1982
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プ
《
＼

北 調査 区
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南調査区

第 1調査面検出遺構平面図
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北調査区

南調査区

第 2調査面検出遺構平面図
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北調査区 水田検出状況 (東から)
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北調査区 畦畔および足麟検出状況(東から)
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南調査区 掘立桂建物検出状況(東から)

南調査区 しがらみ検出状況 (南から)



8 入尾南遺跡

や お み なみ

八尾南遺跡 (第 7次調査 )

調 査 地 入尾市木の本■0

調査期間 昭和62年 2月 10日 ～昭和62年 7月 8日

調査面積 3043m2

はじめに

今回の発掘調査は仮称第 2大正小学校建設に伴うもので当調査研究会が入尾南遺跡で実施し

た第 7次調査にあたる。今回の調査地は、昭和61年度に実施した第 6次調査 (〇)の第 3調査

区から北東約150m地点にあたり入尾南遺跡推定範囲の北東部に位置する。

調査概要

校合・体育館建設予定地に 4箇所 (第 1～ 第 4調査区)の調査区を設定した。各調査区の面

積は、第 1調査区921m2。 第 2調査区630m2.第 3調査区678m2。 第 4調査区814m2である。調査

においては、八尾市教育委員会の試掘調査の結果に基づいて、現地表下0.8mま でを機械掘削し、

第 4調査区

第
２
調
査
区

第 1調査区
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以下の各層については人力掘削を実施した。

調査では、第 1調査区～第 3調査区で 3面 (第 1調査面～第 3調査面)、 第 4調査区で 4面 (第

1調査面～第 4調査面)にわたる調査を実施した。その結果、第 1調査区～第 3調査区では古

墳時代前期・古墳時代後期・平安時代後期～鎌倉時代初頭に比定される遺構を検出した。第 4

調査区では、古墳時代前期・古墳時代中期～後期・古墳時代後期 。平安時代後期～鎌倉時代初

頭に比定される遺構を検出した。

第 1調査区

第 1調査面

現地表下1.lm(標高9.lm)前後に存在する灰色粘土層上面で、平安時代後期～鎌倉時代初頭

に比定される水田 8筆 。畦畔 6条・濤 1条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から0。 3m下層に存在する濃灰色粘土層上面で、古墳時代後期に比定される水H9

筆・畦畔10条・濤 3条を検出した。

第 3調査面

第 2調査面から0.3m下層に存在する暗灰色粘土層上面で、古墳時代前期に比定される水田20

筆 。畦畔21条を検出した。

第 2調査区

第 1調査面

現地表下1.lm(標高9.lm)前後に存左する灰色粘土層上面で、平安時代後期～鎌倉時代初頭

に比定される水田 3筆・畦畔 2条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から0.3m下層に存在する濃灰色粘土層上面で、古墳時代後期に比定される水田

7筆・畦畔 8条 。濤 4条を検出した。

第 3調査面

第 2調査面から0.3m下層に存在する暗灰色粘土層上面で、古墳時代前期に比定される水田15

筆・畦畔18条を検出した。

第 3調査区

第 1調査面

現地表下1.lm(標高9,lm)前後に存在する灰色粘土層上面で、平安時代後期～鎌倉時代初頭

に比定される水田5筆・畦畔 3条・濤 1条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から0.3m下層に存在する濃灰色粘土層上面で、古墳時代後期に比定される水田10
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筆 。畦畔 9条・濤 6条を検出した。

第 3調査面

第 2調査面から0.3m下層に存在する暗灰色粘土層上面で、古墳時代前期に比定される水田17

筆・畦畔18条 を検出した。

第 4調査区

第 1調査面

乳地表下1.15m(標高9,05m)付近に存在する灰色粘土層上面で、平安時代後期
｀鎌倉時代初

頭に比定される水田 5筆・畦畔 4条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から0.25m下層に存在するVie灰色粘土層上面で、古墳時代後期に比定される水田

6筆・畦畔 5条を検出した。

第 3調査面

第 2調査面から0.3m下層の暗茶灰色粘土層上面で、古墳時代中期～後期に比定される水田13

筆・畦畔12条 。濤 1条 を検出した。

第 4調査面

第 3調査面から0.1～ 0.5m下層に存在する暗灰色粘土と灰青色粘土層上面で、古墳時代前期

に比定される水田16筆 。畦畔20条・濤 3条を検出した。

まとめ

調査の結果、古墳時代前期・古墳時代中期から後期・古墳時代後期
。平安時代後期から鎌倉

時代初期の 4時期に比定される水田遺構を重層的に検出した。各水田遺構上面には洪水等に起

因すると考えられる砂・シルト等が堆積しており、河川の氾濫によって埋没したことがうかが

える。

なお、周辺の既往調査の結果では、古墳時代後期を除けば今回検出した水田遺構の時期と符

号する遺構が検出されている。今後、これらの遺構と今回検出した水田遺構との有機的な関係

を明確にすることで、八尾南遺跡内での各時期の動向を明らかにする必要があろう。
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第 1調査区 第 3調査面全景(東から)

第 2調査区 第 3調査面全景(北から)
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第 3調査区 第 3調査面全景 (東から)

第 4調査区 第 4調査面全景(東から)
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9 入尾南遺跡

や お み なみ

9 八尾南遺跡 (第 8次調査 )

調 査 地 八尾市若林町 1丁 目87

調査期間 昭和62年 5月 18日 ～昭和63年 1月 31日

調査面積 9961m2

はじめに

今回の発掘調査は店舗付住宅の建設に伴って実施したもので、当調査研究会が入尾南遺跡内

ぐ実施した発掘調査の第 8次調査にあたる。今回の調査地は第 5次調査地の (⑫ )西30mにあたる。

調査概要

調査予定地が道路を挟んで東西に分断されているため、調査区を東調査区 (5587m2)と 西調

査区 (4374m2)に 区別した。掘削にあたっては、八尾市教育委員会が昭和55年度に入尾南遺跡

範囲確認調査で実施した第参調査区が東調査区の北東部にあたることから、この調査成果に基

づいて掘削深度を決定した。掘削は現地表下1.6m前後に存在する盛土および旧表土までは機械

で行い、以下は層理に従って人力掘削を実施した。

その結果、現地表下1.5～ 2.Om(標高10.5～ 11.Om)付近で弥生時代後期～古墳時代後期初頭

に比定される遺物を包含する土層を確認した。この包含層を取り除くと、黄色～灰褐色・砂質

土～シル ト層が広がっており、この土層上面 (標高10.0～ 10.65m)で弥生時代後期・古墳時代中

期中葉・古墳時代中期末～後期初頭の二時期に比定される遺構を検出した。なお、上記調査終

了後東西方向の調査基準線に沿ったトレンチ (幅 lm)を 東調査区で10本、西調査区で 7本設定

し、後期旧石器時代オロ当層の調査 (下層調査)を実施した。

東調査区

調査区の中央部より南部一帯で遺構 。遺物を検出した。検出した遺構は掘立柱建物 2棟・井

戸 1基・土坑 8基・溝16条・小穴102個である。時期別では、弥生時代後期のものと古墳時代中

期中葉のものに区別できる。そのうち時期を明確にし得たものは、弥生時代後期では井戸 1基。

上坑 4基・濤 4条で、古墳時代中期中葉では掘立柱建物 2棟・土坑 1基・濤 3条である。なお、

下層調査では、サヌカイトのフレイク5点が出上している。

西調査区

調査区の北西部を除いた全域で遺構 。遺物を検出した。検出した遺構は方形周濤墓 1基・方

墳 3基 。掘立柱建物 7棟・井戸 3基・小穴205個である。時期別では、概ね弥生時代後期・古墳

時代中期中葉・古墳時代中期末～後期初頭の 3時期に区別できる。弥生時代後期に比定される
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ものは、方形周濤墓 1基 。井戸 1基・土坑16基・濤19条である。これらの時期の遺構は調査区

の中央部を南北方向に伸びる埋没河川の上面及び西側に広がっている。一方、古墳時代中期末

～後期初頭に比定される遺構は方墳 3基で埋没河川の東側に位置している。下層調査では、サ

ヌカイトの有舌尖頭器 2点・石鏃 5点・フレイク3点が出上している。

まとめ

今回の調査では、弥生時代後期・古墳時代中期・古墳時代中期末～後期初頭の 3時期に比定

される遺構・遺物を検出した。以下、時期ごとに概観する。

弥生時代後期

主な遺構としては、方形周濤墓 1基・井戸 2基・土坑 8基・濤 9条で、調査区のほぼ全域で

検出したが、西調査区の北部に遺構が集中している部分がある以外は散発的である。

古墳時代中期中葉

主に西調査区の西部付近で遺構を検出した。検出した遺構は、掘立柱建物 9棟 。井戸 2基・

土坑17基・濤20条である。掘立柱建物はすべて、主軸を北で東に振る方位を持つもので、濤遺

構もこれらに規制され、主軸方向に平行するものと直交するものに区別できる。出上した遺物

からみて、約半世紀にわたってこの地が居住地として利用されていたようである。なお、井戸

内からは古墳時代中期中葉に比定される土師器壺、須恵器甕とともに鞍の前輪が出土している。

古墳時代中期末～後期初頭

この時期に比定される遺構は古墳 (方墳)3基で、西調査区の東部で検出した。これらの古

墳は古墳時代中期に比定される遺構を削平して構築されている。このうち、古墳 2・ 古墳 3か

ら埴輪が出土している。
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検出遺構平面図
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東調査区全景(南から)

西調査区全景(南から)
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西調査区遺構検出状況 (南から)

西調査区方形周溝墓・方墳検出状況 (南から)
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井戸 4検出状況 (東から)

鞍出土】犬況(東から)
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や おみなみ
10・ 11 八尾南遺跡 (第 9次調査 )

調 査 地 八尾市若林町 1丁 目23

調査期間 昭和62年 7月 23日 ～昭和62年 8月 19日

調査面積 205m2

はじめに

今回の調査は、大正川調整地導水路工事 (第 1調査区)お よびポンプ場建設 (第 2調査区)

に伴って実施したもので当調査研究会が八尾南遺跡内で実施した第 9次調査にあたる。調査地

点は昭和53～ 55年度に入尾南遺跡調査会が発掘調査 (①)を実施した調査地の東南端から南東

方向130mに あたる。

調査区設定図
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調査概要

調査対象地は 2ケ所で、北側に位置する調査区を第 1調査区、南側の調査区を第 2調査区と

した。調査は八尾市教育委員会の指示に基づいて現地表下0.7m(標高9.Om)付近に存在する暗

灰色粘土層上面を調査対象面とした。調査の結果、両調査区ともに顕著な遺構を検出するに至

らなかったが、一部で弥生時代後期に比定される壺・鉢・甕を包含する上層を検出した。

出土遺物

第 1調査区では、調査対象面を覆う黄灰色粘質土直上の一部に堆積していた黒灰色砂混り粘

土層 。淡灰色砂温り粘土層から土器の細片が出上した。また、第 2調査区では、調査対象面直

上に堆積していた淡灰色～淡灰責色砂層から土器の小破片が出土した。遺存状況は、必ずしも

良好と言えず、洪水等によって当調査区一帯へ流入したものと考えられる。

出土遺物の総量は、第 1。 第 2調査区を合わせてコンテナ箱に半分程度であった。そのうち

実測可能なものは、第1調査区出土のもの 5点 (2・ 5・ 6・ 8・ 15)、 第 2調査区出上のもの

10点 (103・ 4・ 7・ 9～14)である。

壼 (1～ 7):二重口縁壺には、口縁端部に粘土紐を補足して下方へ拡張し、端面に櫛描文、

上端に刻み目を施すもの (1)と 、頸部から外反したのち擬口縁に粘土帯を補足して外面に緩

い稜を持って成形されるもの (5)がある。長頸壷 (2・ 3)は、口縁部が上外方へ直線的に

伸び、端部が九く終わるもので、(2)は、端部でわずかに外反する。広口長頸壺 (4)は、ロ
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縁端部で外反し、粘土紐を補足して端面を斜下方へ拡張している。底部には、外底面がわずか

に窪み、体部が上外方へ伸びるもの (6)と 、平底で体部が斜上方へ伸びるもの (7)がある。

甕 (8～ 13):甕には、日縁部が体部から緩やかに外反するもの (8)、 九味を持って屈曲す

るもの (9)、 「く」の字形に屈曲するもの (10)がある。(9)は、体部内面に指頭痕を残し、

外面のタタキロは水平方向である。底部には、平底の突出した底部から体部が上外方へ伸びる

もの (12)と 、体部が斜上方ヘイ申びるもの (13)がある。

底部有孔土器 (14):突出気味の平底から体部が斜上方ヘイ申び、底部中央に焼成前の穿孔があ

る。器表面の手U離が著しいが、外面はナデ調整もしくはヘラミガキを施しているようである。

鉢 (15):半球形の体部に短く外傾する口縁部を持つもので、休部内外面にはヘラミガキを施

している。

まとめ

今回の調査では、弥生時代後期に比定される遺物を検出したものの遺構を検出するに至らな

かった。既往調査では、当調査地の北西約400m(八尾南遺跡調査会調査地)では当該期の居住
Fr l

域が検出されている。さらに、当調査地南方約400m(第 1次調査)で当該期の墓域が検出され
言12

ている他、当調査地西方約250m(第 5次調査)では生産域が検出されており今回の調査と有機
髯i3

的な関係が示唆されよう。

入尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』一大阪市高速電気軌道第2号線延長工事に伴う発掘調査報告書 1981

m八尾市文化財調査研究会「入尾商遺跡」F昭和58年度事業概要報告』働入尾市文化財調査研究会報告5 1984

本報告 7

註

註

註
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第 1調査区全景(北から)

第 2調査区全景 (西から)
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(第10次調査 )

調 査 地 八尾市西木の本 4丁目4-1

調査期間 昭和62年 7月 27日 ～昭和62年 10月 5日

調査面積 696m2

はじめに

今回の発掘調査は国家公務員合同宿合建設に伴って実施したもので、当調査研究会が入尾南

遺跡内で実施した発掘調査の第10次調査にあたる。今回の調査地は、昭和59年度に当調査研究

会が実施した第 3次調査地 (③)の Bト レンチの東端から約20mに あたる。

調査概要

宿合建設予定地に合わせて東西60m。 南北■ .5mの調査区を設定した。掘削に際しては、第 3

次調査の調査成果をもとに、現地表下 2mま でに存在する盛上。旧耕上を機械で排除し、以下約

lmは人力掘削を行い、3面 (第 1調査面～第 3調査面)1こ わたる調査を実施した。

第 1調査面

現地表下2.3～ 2.5m(標高8.3～ 8.5m)に存在する茶褐色粘土上面で、平安時代末期に埋没し

た水田 5筆・畦畔 7条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から0.5～ 0.6m(標高7.8～ 8,Om)下層に存在する灰色粗砂層上面で、古墳時代中

期に比定される濤 1条・小穴15個 を検出した。特に調査区の東部では小穴11個からなる杭列 (柵 )

を検出している。

第 3調査面

第 2調査面から0。 lm下層 (標高7.6～ 7.8m)に存在する緑灰色粘土上面で古墳時代中期初頭

の水田14筆・畦畔11条 を検出した。

まとめ

今回の調査の結果、第 3次調査 と同様、平安時代末期の水田遺構・古墳時代中期の集落遺構・

古墳時代中期初頭の水田遺構が検出されたことにより、各時期の遺構が東へ広がることが明ら

かになった。

註l m入尾市文化財調査研究会「H八尾南遺跡発掘調査概要穀告」「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要昭和59年度』

lIIB八尾市文化財調査研究会報告 6 1985

跡み迫退
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お尾や八２１
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12 入尾南遺跡

第 I調査面全景(西から)

第 2調査面全景(西から)



13 東郷遺跡

(第 24次調査 )

調 査 地 入尾市桜ケ丘 3丁 目124-1

調査期間 昭和62年 4月 8日 ～昭和62年 4月 23日

調査面積 258mを

臣瓢 当調査研究会調査地

園翻 八尾市教育委員会調査地

0           100m
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調査地周辺図
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13 東郷遺跡

`ま

じ心う1こ

今回の発掘調査は、共同住宅建設に伴うもので、八尾市教育委員会・当調査研究会が東郷遺跡

内で実施した第24次調査にあたる。

当遺跡は、長瀬川と玉串川に狭まれた沖積地上に位置しており、現在の行政区画では北本町・

東本町・光町・桜ケ丘・荘内町一帯にあたる。当遺跡の所在する沖積地は八尾市域の中央部を

南東から北西へ伸びるもので、多くの遺跡が立地している。当遺跡の周辺には、南東に小阪合

遺跡、北西に宮町遺跡、北東に萱振B遺跡が位置しており、南西部は成法寺遺跡と接している。

当遺跡では、昭和56年度から昭和62年度に至るまで八尾市教育委員会・当調査研究会により

23次にわたる発掘調査が断続的に実施されてきた。その結果、弥生時代中期から鎌倉時代に至

る複合遺跡であることが確認されている。特に古墳時代前期 (庄内式期～布留式期)の遺構・

遺物が良好な形で検出されており、この時期の集落の在り方を知るうえで貴重な遺跡と言えよ

う。今回の調査地は入尾市教育委員会が実施した第22次調査地の北にあたる。

調査概要

調査対象地は、共同住宅予定地で平面L字形を呈する。掘削に際しては、現地表下約1.3m(標

高 7m)ま での耕土・盛土は機械掘削で排除し、それより下層は人力掘削を実施した。調査では

2面 (第 1調査面・第 2調査面)を調査対象面とした。

第 1調査面

調査区の北東部の現地表下 1.5m(標高 6.8m)前後で古墳の一部を検出した。検出部で幅

1.3m・ 深さ0.2mを 測る濤を約 7mに わたって検出した。濤内からは円筒埴輪が 4点出土した

他、壺・甕が出土している。形状や出土遺物からみて古墳 (方墳)の周濤と考えられ、出上し

た埴輪は墳丘部に樹立されていたものが、後世の削平時に周濤内に転げ落ちたものと考えられ

る。出土した遺物からみて、古墳の構築時期は 5世紀中葉に比定されよう。

第 2調査面

現地表下 1.8m(標高6.5m)前後で弥生時代後規と古墳時代前期 (布留式期)の遺構・遺物

を検出した。弥生時代後期の遺構には土坑 1基・濤 2条がある。古墳時代前期の遺構には、土

坑 3基・濤 1条・小穴 3個がある。

まとめ

今回の調査では、小面積にもかかわらず弥生時代後期～古墳時代中期に至る遺構・遺物を確

認した。弥生時代後期に比定される遺構の検出例は東郷遺跡内では第13次調査につぐもので、

当該期の集落の中心が遺跡推定範囲の北東部にあったことが明確となった。一方、調査区の北

東部で検出した古墳 (方墳)は当遺跡内では初めての検出例であり、河内平野低平地に位置す

る古墳の在り方を知るうえで一助になろう。

-53-



13 東郷遺跡

第 1調査面

検出遺構平面図
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13 東郷遺跡

第 1調査面全景(南から)

第 2調査面全景(南から)



14 東郷遺跡

とうごう

14 東郷遺跡 (第25次調査 )

調 査 地 入尾市北本町 2丁目240～ 242

調査期間 昭和62年 7月 20～昭和62年 9月 17日

調査面積 900m2

1ま じめに

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、八尾市教育委員会 。当調査研究会が東郷遺跡

内で実施した発掘調査の第25次調査にあたる。調査地点は昭和56年に入尾市教育委員会が実施

した第 4次調査地の西側にあたる。

調査概要

調査予定地は建物建築の基礎部分にあたり、南北方向に長い調査区 (東西 7m・南北64m)の

調査区を5m間隔を開けて 2ケ所設定した。東側の調査区を第 1調査区、西側の調査区を第 2調

査区と呼称した。調査では、 2面 (第 1調査面 。第 2調査面)を調査対象面とした。

第 1調査面

現地表下1.65～ 1.8m(標高6.5～ 6.6m)前後で、平安時代後期～鎌倉時代初頭と近世に比定さ

れる遺構を検出した。平安時代後期～鎌倉時代初頭に比定される遺構には、井戸 2基・濤12基。

水田 5筆・畦畔 4条がある。近世に比定される遺構には、井戸 5基 。濤 1条がある。

第 2調査面

第 1調査面よりさらに0.2m下層 (標高6.3m)で、古墳時代前期 (庄内式期)に比定される井戸

2基・水田4筆・畦畔 2条を検出した。

まとめ

今回の調査では、古墳時代前期 (庄内式期)。 平安時代後期・鎌倉時代初頭 。近世の各時期の

遺構を検出した。そのうち古墳時代前期 (庄内式期 )と平安時代後期から鎌倉時代初頭の遺構は

東隣の第 4次調査および第12次調査地で検出された遺構と対応するもので、この時期の集落が
註 1          註 2

さらに西側へ広が るこ とが明 らかになった。

謹 l lRO入尾市文化財調査研究会「第8章東郷遺跡発掘調査概要報告」F八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980。 1981年度』

lFO入尾市文化財調査研究会報告 2 1983

護2 ⑪入尾市文化財調査研究会「東郷遺跡―有限会社ニュー国光マンション建設に伴う発掘調査概要『昭和57年度に

おける埋蔵文化財発掘調査』aう八尾市文化財調査研究会
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14 東郷遺跡

第 2調査区第 2調査面全景(北から)

第 1調査区第 2調査面全景(北から)



14 東郷遺跡

第 1調査区第 2調査面溝検出状況(西から)

第 1調査区第 I調査面井戸検出状況(東から)



15 東郷遺跡

とうごう

15 東郷遺跡 (第26次調査 )

調 査 地 入尾市荘内町 1丁目28～ 31

調査期間 昭和63年 1月 16日 ～昭和63年 1月 29日

調査面積 49∬

`ま

じ心うに

今回の発掘調査は、電話通信線地下施設工事に伴うもので、八尾市教育委員会 。当調査研究

会が東郷遺跡内で実施した第26次調査にあたる。なお、調査地点は東郷遺跡推定範囲の南端に

あたり、大阪府教育委員会が昭和62年度に府道拡張工事に伴って実施した調査地′ミ (成法寺遺

跡)の南東50mに あたる。

調査概要

掘削に際しては、大阪府教育委員会が昭和62年度に実施された調査の結果を参考にして、現

地表下0.3m(標高7.3m)ま でを機械掘削した。以下0.3mま でを人力掘削し、遺構・遺物の検

出に努めた。

その結果、現地表下0.6m(標高7.Om)前後に堆積する第 4層淡茶褐色粘質シル ト上面で古墳

時代前期 (庄内式期 )|こ比定される遺構・遺物を検出した。なお、さらに下層の状況を確認する

目的で、0.6mま で掘削を実施したが遺構 。遺物は認められなかった。

基本層序

調査区で普遍的にみられた12層 を基本層序とした。

第 1層 耕土 :層厚20cm。 現たの耕作上である。

第 2層 灰褐色シルト:層厚10～ 15cm。 径0.5～ 3 cmの

小石をごく少量含む土層で、耕上の床上であ

る。

第 3層 暗灰褐色粘質シルト:層厚30cm。 この上層内

には、古墳時代前期に比定される土器片を包

含している。

第 4層 淡茶褐色粘質シルト:層厚10～ 15cm。 この上

面 (標高6.9～ 7.Ocm)では古墳時代前期に比

定される遺構を検出した。

第 5層 淡茶灰色粘質シルト:層厚12cm。 ごく少量の

基本層序模式図



15 東郷遺跡

炭化物が含 まれている。

第 6層 暗灰茶色シルト粘土 :層厚10cm。 この上層は粘性が強く、下部付近には炭化物を包

含している。

第 7層 乳灰茶色粘土 :層厚14cm。 粘性の強い土層である。

第 8層 青灰色粘土 :層厚30～ 40cm。 下部付近には細砂が少量含まれ、摩減した弥生式上器

1点が出上している。

第 9層 淡青灰色細砂 :層厚10～ 15cm。 洪水等の氾濫による堆積土と考えられる。

第10層 暗灰青色粘質シルト:8～ 10cm。 自然木などの植物遺体が少量含まれている。

第11層 暗灰色細砂混粘質シルト:層厚18～ 20cll。 この上層で湧水がみられる。

第12層 暗灰色細砂混シルト:層厚10cm以上。

検出遺構

第 4層上面で、古墳時代前期 (庄内式期)に比定される濤 4条 (SD-1～SD-4)・小穴 7個

(SP-1～SP-7)を検出した。濤には流路の方向が北西―南西のもの 2条 (SD― 卜SD-2)

と南西一北西のもの 2条 (SD-3・ SD-4)が ある。断面の形状がU字形を呈し、内部堆積土

層は灰褐色粘質シルトの単一層である。刻ヽ穴群は大半が南西側のやや高い部分を中心に検出さ

れた。平面の形状には、楕円形のもの 2個 (SP-1・ SP-3)、 円形のもの 1個 (SP-2)、 方

形のもの 4個 (SP-4～SP-7)がある。また、SP―卜SP-5～SP-7には柱痕が認められ

掘立柱建物を構成する柱穴と考えられる。

出土遺物

出土遺物は、包含層である第 3層および遺構内からコンテナ箱にして約 2箱分が出土してい

る。時期的には古墳時代前期 (庄内式期)の ものが大半で、器種には壺・甕 (V様式系。庄内式)・

鉢・高杯などがある。

まとめ

今回の調査地は、当遺跡内の南端に位置し、南東側には小阪合遺跡、南西側には成法寺遺跡

が近接する地点にあたる。今回の調査では、古墳時代前期に比定される遺構を検出した。この

時期の遺構は既往調査の結果、東郷遺跡では遺跡推定範囲の中央部で検出されている他、当調

査地点に近接する成法寺遺跡・小阪合遺跡でも同時期の遺構が検出されており、この時期に新

たに集落が増大することが確認されている。今後、これらの事柄を踏まえて、遺跡間の有機的

な関係を明らかにすべきであろう。
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15 東郷遺跡

SP-6

0

検出遺構平面図

調査区全景(西から)



16 田井中遺跡

た い なか

16 田井中遺跡 (第 5次調査 )

調 査 地 八尾市空港 1丁目81

調査期間 昭和62年10月 19日 ～昭和62年12月 5日

調査面積 216m2

1よ じめ [こ

今回の発掘調査は通信施設建設に伴うもので、当調査研究会が日井中遺跡内で実施した第 5

次調査にあたる。

当遺跡は長瀬川と平野川に狭まれた沖積地に位置しており、現在の行政区画では日井中 4丁

目を中心に広がっている。当遺跡の周辺には、同様の立地条件で南東に弓削遺跡、西に木の本

遺跡、北西に太子堂遺跡・植松遺跡・北に老原遺跡が位置している。

当遺跡発見の契機は、陸上自衛隊八尾駐屯地内での工事で、弥生時代前期～後期と古墳時代

～奈良時代の上器が出土したことによるが、出土状況等の詳細は不明であった。ところが、昭

和57年度に当調査研究会が同駐屯地内で発掘調査 (第 1次調査)を実施した結果、弥生時代前
註 1

期～中期と古墳時代中期の遺物包含層のほか、月ヽ穴 1個を検出した。遺物包含層については二

次堆積の可能性が考えられるが、河ヽ穴を検出したことから、時期は明確にできないものの、生

活面の存在が明らかになった。さらに、昭和59年度にも当調査研究会が、同駐屯地内で発掘調

査 (第 2次調査)を実施しており、その結果、弥生時代中期と古墳時代前期の遺構を検出し、
註 2

当遺跡に弥生時代中期と古墳時代前期の生活面が存在することが明らかになった。一方、これ

らの調査地の北東500～ 600mの地区は、府営住宅・市営住宅・公務貝宿合が建ち並ぶ住宅地であ

るが、老朽化が進んでおり、昭和58年度から継続的に建て替えが進められている。大阪府教育委員

会ではこの一帯を「志紀遺跡」と呼称し、昭和58年度に府営住宅建て替えに伴う発掘調査を実

施した結果、古墳時代の水田が検出されている(府教委昭和58年度調査)。 続いて昭和60年度に

も大阪府教育委員会は志紀 1丁目で同様の発掘調査を実施されており、奈良時代の遺構のほか、

奈良時代から鎌倉時代に対応する土層中で枚数の水田耕土が確認されている (府教委昭和60年

度調査)。 同じく昭和60年度に当調査研究会では、上記 2件の調査地に隣接する志紀町西 3丁目

で国家公務貝合同宿合建て替えに伴う発掘調査 (第 3次調査)を実施しており、その結果、平
註 3

安時代末期 と奈良時代の水田を検出した。さらに、昭和61年度にも第 3次調査と同じ敷地内で

発掘調査 (第 4次調査)を実抱 しており、第 3次調査同様奈良時代と平安時代の埋没水田を検
誰 4

出し、さらに下層において古墳時代中期以降の埋没水田を確認している。今回の調査地は、第
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16 田井中遺跡

調査地周辺図

1次調査地の南東約10mに位置する。

調査概要

調査予定地は 2ケ所で、東側の調査区 (東西16m・ 南北12m)を 第 1調査区で、西側の調査区

(東西 4m・ 南北 6m)を 第 2調査区と呼称した。調査においては、入尾市教育委員会の指示書

に基づき現地表下2.3mま では機械掘削し、以下の各層は人力による掘削を行ない遺構・遺物の

検出に努めた。調査の結果、第 1次調査区では現地表下 3m(標高8.5m)付近に堆積する灰青

色シル ト上面で、弥生時代前期～後期に比定される遺構・遺物を検出した。弥生時代前期に比

定される遺構には土坑 1基 (SK-1)、 弥生時代中期に比定される遺構には土坑 6基 (SK-2～

SK-7)。 濤 2条 (SD-1・ 2)、 弥生時代後期に比定される遺構には、上坑 1基 (SK-3)があ

る他、時期不明の上坑 3基 (SK-9～SK-11)を 検出した。
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16 田井中遺跡

まとめ

今回の調査では、小面積であったにも関わらず弥生時代前期・中期・後期に比定される 3時

期の遺構を検出した。特に弥生時代前期の遺構の検出は、当遺跡内では初めて検出したもので、

新たな知見を加える結果となった。今回の調査結果から、田井中遺跡が弥生時代金般にわたる

遺跡であることが確認された。

と 1 働八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡:陸上自衛隊八尾駐屯地内浴場増築に伴なう発掘調査概要」F昭和57年度に
おける埋蔵文化財発掘調査』1983

駐 2 働入尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 2次調査)」 F昭和59年度事業概要報告』働八尾市文化財調査研究会報
t子 7  1985

驚 3 m八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 3次調査)」『昭和60年度事業概要報告』働八尾市文化財調査研究会報

=子

9  1986

離 4 働八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 4次調査)JF昭和61年度事業概要報告』働八尾市文化財調査研究会報
告14 1987

第 !調査区全景(東から)



17 田井中遺跡

た い なか

17 田井中遺跡 (第 6次調査 )

調 査 地 八尾市志紀町西 3丁 目

調査期間 昭和62年■月24日 ～昭和62年 12月 26日

調査面積 348m2

1よ じおう[こ

今回の発掘調査は国家公務員合同宿舎建て替えに伴うもので、当調査研究会が田井中遺跡内

で実施した第 6次調査にあたる。調査地は昭和60年度に実施 した田井中遺跡第 3次調査地の第

3調査区の北20mに位置する。なお、国家公務貝合同宿合建て替えに伴 う発掘調査は、昭和60年

度 (第 3次調査―第 1調査区～第 3調査区)。 昭和61年度 (第 4次調査―第 4調査区・第 5調査
註 1

区)と 継続して実施している関係から、今回の調査区の名称を第 6次調査―第 6調査区と呼称
fi 2

している。

調査概要

調査予定地は東西方向に長い調査区で東西30m。 南北m.5mを測る。掘削に際しては第 3次調

査・第 4次調査の調査結果を参考にして、現地表下1.8～ 1.9m前後までを機械掘削した。以下、

約1.3mを入力掘削して遺構・遺物の検出に努めた。

その結果、現地表下1,9～ 2.Om(標高9.8～ 10.Om)前後に堆積する青灰色粘土上面で平安時

代に埋没した水田を検出した (第 1調査面)。 さらに、標高 9m前後に堆積する灰褐色粘土上面

では奈良時代に埋没した水田を検出した(第 2調査面)。 第 2調査面の調査終了後、下層の堆積

状況や遺構 。遺物の有無を確認する目的で一部でトレンチ調査 (下層調査)を実施した結果、弥

生時代中期～古墳時代前期に比定される遺構 。遺物を検出した。

第 1調査面

現地表下1.9～ 20m(標高9.8～ 10,Om)付近に堆積する第 6層青灰色粘土上面で水田 2筆・

畦畔 2条を検出した。水田は全容を知り得たものは無く、田積も不明である。畦畔は水田耕作

上である青灰色粘上を盛り上げて構築されている。水田上面に堆積する第 5層灰色粗砂から出

上した遺物からみて平安時代後期に埋没した水田と考えられる。

第 2調査面

現地表下2.8～30m(標高9.Om)付近に堆積する灰褐色粘土上面で水田 6筆・畦畔 4条を検

出した。水田は 1筆耕地を知 り得たものはないが、第 4次調査の第 5調査区で検出した当該期

の水田と形状や畦畔の方向が一致している。畦畔はいずれも水田耕上である灰褐色粘土を盛り
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17 田井中遺跡

上げて構築 されている。

下層調査

顕者な遺構を検出し得なかったが、弥生時代中期～古墳時代前期に比定される土器が少量出

上している。

まとめ

今回の調査では、これまでの調査と同様、平安時代後期と奈良時代に埋没した水田を検出し

た。さらに下層の調査では、弥生時代中期・弥生時代後期
。古墳時代前期に比定される土器を

検出した。これらの上器の遺存状況はきわめて良好で、中でも弥生時代中期については付近に

遺構が存在したことを示唆している。

離 1 働入尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 3次調査)」『日旨和60年度事業慨要報告』働入尾市文化財調査研究会報

=子

9  1986

産 2 働八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 4次調査)」『昭和61年度事業概要報告』働入尾市文化財調査研究会報

電子14  1987
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17 田井中遺跡

第 1調査画全景(東から)
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18 萱振 B遺跡

かやふり

18 萱振 B遺跡 (第 4次調査 )

調 査 地 八尾市緑ケ丘 1丁 目118

調査期間 昭和62年 12月 3日 ～昭和63年 3月 19日

調査面積 1200ド

はじめに

今回の発掘調査は市首住宅建て替えに伴うもので、当調査研究会が萱振 B遺跡内で実施した

第 4次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置しており、現在

の行政区画では緑ケ丘 1～ 4丁 目にあたる。当遺跡の所在する沖積地は入尾市域の中央部を南

東から北西へ伸びるもので、多くの遺跡が存在している。当遺跡の南には小阪合遺跡・成法寺

HI々 1/1:～

年度調査

■ぜ!空Ftti笹 :
/1

調査地周辺図

］翻

電

∃

| |

| |

'I・

~1「
仁

‖ I E

0          100m

―
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18 萱振 B遺跡

遺跡・東郷遺跡、西には宮町調査・佐堂遺跡、北には萱振A遺跡 。山賀遺跡が存在している。

当遺跡内では、昭和57年に大阪府教育委員会によって府営住宅建て替えに伴う発掘調査が実

施されている。その結果、古墳時代前期 (布留式古相)の上器棺墓群が検出された。次いで、

昭和58年には前記調査区の南隣りで、大阪府教育委員会が発掘調査を実施した結果、弥生時代
註 2

中期の方形周濤墓が検出されている。さらに、昭和60年には当調査研究会が 2度 (第 1次調査・

第 2次調査)にわたる調査を実施した結果、第 1次調査では、古墳時代前期の建物を構成する
pF 4

柱穴群、第 2次調査では古墳時代後期の古墳 (方墳)1基を検出した。昭和61年度に当調査研
究会が実施した第 3次調査では、古墳時代前期の濤・小穴を検出している。今回の調査地は、

言15

第 3次調査地の西隣りにあたる。

調査概要

住宅。雨水貯水槽の構築予定地にあわせて調査区を 3ケ所設定した。南から第 1次調査区 (東

西42× 南北12m)。 第 2次調査区 (東西42X南北12m)。 第 3調査区 (東西10.5× 南北9.lm)と

呼称した。

掘削に際しては、八尾市教育委員会の指示書に基づいて、現地表下約0.5m(標高6.5m)前後

までの上層を機械掘削した。以下、0.7mを 人力掘削して遺構・遺物の検出に努めた。その結果、

第 1調査区では 1面、第 2調査区・第 3調査区では 2面にわたる調査を実施 した。

第 1調査区

現地表下0.6m(標 高6.2～ 6.3m)前後に堆積する淡茶色細砂混粘土上面を調査対象とした。

調査の結果、時期不明の濤 1条を検出した。

第 2調査区

2面 (第 1調査面。第 2調査面)にわたる調査を実施した。第 1調査面は現地表下0.6m(標

高6.2～ 6.3m)前後に存在する淡茶色細砂混粘土層上面を調査対象面とした。調査の結果、濤 1

条を検出した。第 2調査面は第 1調査面より約0.3m下層に堆積する灰青色シル ト上面を調査対

象面とした。その結果、古墳時代前期 (布留式期)に比定される土坑 1基・イヽ穴 5個・濤 1条

を検出した。

第 3調査区

2面 (第 1調査面 。第 2調査面)にわたる調査を実施した。第 1調査面は現地表下0.8m(標高

6 2ml前後に存在する淡茶色細砂混粘土層上面を調査対象面とした。調査の結果、鎌倉時代に比定

される濤 2条を検出した。第 2調査面は第 1調査面より約0.3m下層に堆積する茶褐色シル ト混

粘土上面を調査対象面とした。調査の結果、古墳時代前期 (布留式期)に比定される濤 1条を

検出した。なお、この濤内の下層部分からは壷・甕 。高杯等の上器類が多量に出上している。
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18 萱振B遺跡

まとめ

今回の調査では、古墳時代前期 (布留式期)と鎌倉時代に比定される遺構を検出した。中で

も第 3調査区の第 2調査面で検出した古墳時代前期 (布留式期)に比定される濤からは、多量

の上器が出土しており、布留式期の中段階の上器を考察するうえで良好な資料と言えよう。

離 1 大阪府教育委員会『萱振遺跡発掘調査概要・ I―八尾市緑ケ丘 2丁 目所在―』1983

駐 2 大阪府教育委員会『萱振遺跡現地説明会資料』1983

と 3 m八尾市文化財調査研究会「萱振B遺跡 (第 1次調査)」『昭和60年度事業概要報告』

f子 9  1986

註 4 働八尾市文化財調査研究会「萱振B遺跡 (第 2次調査)」『昭和60年度事業概要報告』

や子9  1986

註 5 働入尾市文化財調査研究会「萱振B遺跡 (第 3次調査)」「昭和61年度事業既要報告』

宰子14  1987

働八尾市文化財調査研究会報

働入尾市文化財調査研究会報

TllD入尾市文化財調査研究会報

第 3調査区第 2調査面全景(東から)
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19 跡部遺跡

(第 3次調査 )

調 査 地 八尾市安中町 3丁 目26・ 19-5

調査期間 昭和62年 4月 6日 ～昭和62年 5月 18日

調査面積 ■50m2

1ま じめに

今回の発掘調査は、集合住宅建設に伴うもので、当調査研究会が跡部遺跡内で実施した発掘

調査の第 3次調査にあたる。

跡部遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川から平野川が分流する地点以西の両河川に挟まれ

た三角州状の微高地に位置する弥生時代以降の遺跡である。現在の行政区画では跡部本町・太

子堂・春日町・渋川町にあたる。周辺には、植松遺跡・太子堂遺跡・亀井遺跡・竹淵遺跡・久

宝寺遺跡が同様の地理的条件で位置している。なお、当遺跡内には、渋河寺跡の推定地が含ま

れている。

調査地周辺図

あと ベ

19 跡部遺跡
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19 跡部 遺跡

当遺跡内での発掘調査は、昭和56年 11月 に入尾市教育委員会が春日町 1-57で実施したもの

が最初である(① )。 この調査では、弥生時代前期～中期の濤、古墳時代前期の木棺等が検出さ

れた。その後、昭和57年度から59年度にかけて、八尾市教育委員会 ,当調査研究会が遺跡推定

範囲の西部にあたる跡部本町で 3度の調査を実施し、弥生時代後期～古墳時代前期と平安時代

～鎌倉時代に比定される遺構・遺物が検出されている (②～④)。 続いて昭和59年 6月 に八尾市

教育委員会が当遺跡推定範囲の北東部にあたる安中町 3-52で発掘調査を実施した結果、古墳

時代中期末から後期初頭に比定される遺構・遺物が検出されている (⑤ )。 その他、当遺跡内に

は渋河寺跡の推定地が含まれており、これまでに渋河寺に関連する瓦等の遺物が出土している。

今回の調査地は、八尾市教育委員会昭和59年度調査地 (⑤)の北東に接している。

調査概要

八尾市教育委員会の指示書によれば、試掘調査で調査対象地の北東部で、近世の大和川付け

替え (宝永元年 1704年 )以降縮小した長瀬川旧流路跡である厚い砂の堆積が確認されたため、

建物基礎部分にのみトレンチ (第 1調査区～第 4調査区)を設定し、長瀬川旧流路・左岸堤防

を検出することが主な目的とされていた。

各調査区の規模 。方向等は以下の通りである。

第 1調査区 :調査対象地北部に設定 南東―北西方向 長さ73.5m

第 2調査区 :調査対象地西部に設定 北西―南東方向 長さ47m

第 3調査区 :調査対象地西部に設定 北西―南東方向 長さ39.5m

第 4調査区 :調査対象地南部に設定 南西―北東方向 長さ70m

掘削深度は、機械で2.5m、 人力で lmである。掘削に際しては、壁面の勾配を充分とり段を

設けたため、機械掘削の上幅 7m。 人力掘削の上幅 lmと なり、事実上壁面観察のみの調査と

なった。また、第 1調査区・第 4調査区の北東側約1/2では、現地表から2.5m以上が厚い砂の堆

積で占められていたため、人力掘削を断念し、長瀬川旧流路左岸の落ち込む部分を平面的に広

げるような調査方法をとった。第 3調査区北端では、機械掘削途中近世末期の水路の板枠を検

出したため、この部分について拡張し、平面的な調査を実施した。

周辺の調査一覧表

番 号 .ll査主体 調査地 調査期間 文    献 発  行

① 八

'こ

市 教 育 委 1主 会 春 日 町 1-57 56年 11/9～ lV19
八
'じ

市」IF蔵文化財発棚 .l査概 般
1980 1981年 度 !(財 )報 告 2

1983  3

② 当tl査研究会(第 14) /11悧

`本

町 1-3 57年 10/1～ 10/5
‖3利57年度におけるllF蔵 文化財発掘調査―
その成 果と概要

1983 3

③ 同    上(第 2次 ) 跡悧
`本
町 2-46 59年  3/1～ 3/31

Π召利59年 度事業llI要 報Ti l(財 )報 告 7 1985  3

④ 八に市教育 委ユ

`会

l.A司

`本

町 2-44 59年  5/10～ 5/22
八
'こ

市内追跡 17J和 59年 度 発掘 11査桜 ?fき :

市教委 lk件 11
1985  3

⑤ 同 L 安 中 H]3-52 59q1 6/18～ 7/2 同  上 1985  3

*こ の調査地は昭和63年 4月 1日 付で遺跡名を久宝寺遺跡と改訂
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19 跡部遺跡

I調査区

調査区設定図および地区割図
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19 跡部遺跡

調査の結果、近世の水路・長瀬川旧流路左岸・堤防のほか、     西      東
古墳時代の遺物包含層を確認した。 I1 00m

基本層序

調査地全域は0.5～ 0,7mの盛上で覆われており、北東部には

長瀬川旧流路跡である砂が厚く堆積している。南西部では、概

ね以下の6層 の堆積が認められた。              10・ 00m

黄褐色粘質土～シルト。 lm前後。長瀬川の縮小後

近代の工場建設までに堆積した土層である。

責褐色砂質土。 0～ lm前後。長瀬川の旧堤防を構

成する土層である。近世の遺物が若千含まれる。   9'00m

灰色粘土～粘質土。0.3～ 0.5m。 鉄分の沈着が認めら

れる。近世の水路はこの層上面から構築されている。

灰緑色粘土～シルト。0.3～ 0.5m。

青灰色粘上～シル ト。0.3～ 0.5m。 平安時代末期

～鎌倉時代の遺物 (4～ 10)を含む。この層が付け

春え以前の長瀬川左岸を構成している。

粘土・シルト・砂の互層。0.3～ 0.5m。 調査地北西部

でブロック状に堆積するⅥA層 と、南西部で薄く何

枚にも重なって堆積するⅥB層 とに分かれる。ⅥB

層の下部には、古墳時代中期～後期の遺物 (1～ 3)

が含まれる。

検出遣構 出土遺物の概要

長瀬川左岸

第 1調査区西端から22～ 24m地′点および第 4調査区西端から45～ 47m地点で検出した。第V
層が急に落ち込むもので、そこより東には砂が厚 く堆積している。ttV層上面の標高は8.3～ 8.

5m程度である。第V層からは、土師器小皿 (4・ 5)・ 中皿 (6・ 7)。 甕 (8)・ 瓦器椀 (9)・

自磁碗 (10)な どが出上している。

長瀬川旧堤防

第 1調査区西端から12m前後の範囲。第 2調査区北端から12～ 30mの範囲で検出した。最上部

はH層が山形に堆積するもので、最上部の標高は9.5～ 9.8mを 測る。堤防の北東側 (河川側 )

には第Ш層 。第Ⅳ層の粘土～シル トが堆積しており、長瀬川縮小後除々に堆積していったこと

が窺える。第 2調査区の堤防南西側は下部に灰色粘上のブロック層と砂質土が交互に何層かず

つ積み上げられている。

第 I層

第H層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第V層

第Ⅵ層

8.00m

I黄掲色粘質土―シル ト

H黄褐色砂質土

Ⅲ灰茶色粘土

Ⅳ灰緑色粘土

V青灰色粘土

Ⅵ暗灰色粘土・シル ト・砂の互層

基本層序
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19 跡部遺跡

IЮ cθ
°

A
3.50m

B
8.50m

C

第 4調査区旧長瀬川左岸平断面図
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19 跡部遺跡

近世の井戸

第 1調査区西端から26m地点の南壁で検出した。上部は削平されており、全体の形状は不明で

あるが井戸側に桶・瓦を用いたもので、底部は長瀬川旧流路の砂層に達している。

近世の水路

第 3調査区北端で検出した。ほぼ東西に伸びる溝内部に木枠・竹管を埋めたもので、濤の構

築面は標高 9m前後の第Ⅲ層灰色粘土上面と考えられる。濤の規模は幅 5m・ 深さ 2m程度であ

る。濤底のレベル高は、西が高 く東が低い。板材は濤底に据えられ、南北に側板を立て、釘 。

杭などで固定し、 4層青灰色粘土と砂で埋め立てられている。木枠内部はほぼ上面まで 5層粗

砂で充損されており、中央部に竹管が埋設されている。竹管のレベルは東が高 く西が低い。 5

層粗砂には、主に近世末期の陶磁器 (13～ 52)が多量に含まれているが、他に渋河寺 (飛′烏時

代)の軒平瓦 (12)も 含まれている。

まとめ

調査の結果、長瀬川の変遷に伴って、3つの時期に大別することができる。①長瀬川の流路

が固定するまでの時期 (古墳時代～平安時代)。②大和川付け替えまでの時期 (平安時代～江戸

時代中期)。 ③付け替え以後の時期 (江戸時代中期以降)

①の時期 :一部で遺物包含層を確認したが、ほとんどは沼沢地状の上層堆積を示している。

②の時期 :旧長瀬川左岸は、現長瀬川左岸より80m両佃1に あり、水量の豊富な大河であった。

③の時期 :長瀬川が縮小した後は、井戸・水路が構築され、取水・排水に利用されていた。

(1)

5(3)

＼
＼
(≡≡≡≡≡」===峯堅嘔

'イ

42)

―
引 プ

聰

出上遺物実測図 I( )内の数字は調査区名
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19 跡部遺跡
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出上遺物実測図 2
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19 跡部遺跡

下層 トレンチ

Φ＼

800m ｀、

1灰

2砂

3黄

4青

5糧

0

灰色粘土と粗砂

砂に緑青色粘上のブロック

黄灰色中砂

青灰色粘上と砂

粗砂

第 3調査区 水路平断面図



19 跡部遺跡

第 2調査区東壁

第 1調査区南壁

灰色粘上と微砂の互層

匿ヨ米占土

厖紘粘質土

EllllDシルト

E]砂質土
囲 砂

断面略図 たて |:20 よこI:00



19 跡部遺跡

第 3調査区拡張区(西から)

同上 近世の水路(西から)



19 跡部遺跡

第 3調査区東壁

第 4調査区旧長瀬川左岸検出状況 (南から)



19 跡部遺跡

観 (3)、 軒平瓦 (12)、 近世陶磁器 (17・ 18。 22・ 36～ 38・ 4卜 46・ 51)
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19 跡部遺跡

こね鉢、すり鉢(約 I:3)

同上内面



20 成法寺遺跡

(第 3次調査 )

調 査 地 入尾市清水町 2丁 目2-5

調査期間 昭和62年 5月 25日 ～昭和62年 7月 15日

調査面積 812m2

1ま じめに

今回の発掘調査は、八尾市立成法中学校体育館に伴うもので、当調査研究会が成法寺遺跡内

で実施した第 3次調査にあたる。

当遺跡は長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置しており、現在の行政区画では、光南町・

本町・清水町・南本町・明美町一帯にあたる。当遺跡の周辺には、同様の立地条件で南東に東

弓削遺跡・中田遺跡・小阪合遺跡・矢作遺跡、北東に東郷遺跡・萱振 B遺跡、北西に宮町遺跡・

佐堂遺跡が存在している。当遺跡の発見の契機は昭和56年 5月 に入尾市教育委員会が光南町 1

丁目で実施した試掘調査による。その後、同地′点での発掘調査によって古墳時代前期の方形周
註 1

調査地周辺図

跡ヒ退
じ
寺
嚇
法
嚇
成０２
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20 成法寺遺跡

濤墓と古墳時代後期の掘立柱建物群が検出され、 2時期にわたる生活面が存在することが明ら

かになった。その後、大阪府教育委員会・入尾市教育委員会 。当調査研究会により昭和62年度

までに 7回にわたる発掘調査が実施されてきた。これらの調査結果よって古墳時代前期～平安

時代に至る遺構が広範囲にわたって存在することが明らかになった。

今回の調査区である成法中学校内では、校合建設事業に伴う発掘調査を昭和56年度 (入尾市

教育委員会)。 昭和57年度 (当調査研究会―第 2次調査)・ 昭和58年度 (当調査研究会一第 3次
註 2 註 3

調査)の 3回にわたり実施されてきた。これらの調査では、古墳時代前期の上坑・濤、古墳時
三
=4
代後期～奈良時代の土坑・掘立柱建物・濤が検出されている。今回の調査地は当中学校敷地内

の南東部に位置し、当調査研究会が成法寺遺跡内で実施した第 2次調査地から南へ80mの地点

にあたる。

調査概要

体育館の建設予定地に合わせて調査区 (東西20m。 南北40m)の調査区を設定した。掘削に際

しては、八尾市教育委員会が実施した試掘結果に基づいて、現表上下 1.3mま では機械掘削

し、以下0。 4mは人力掘削を実施した。調査では、 2面 (第 1調査面・第 2調査面)を調査対象

とした。

第 1調査面

現地表下1.3m(標高7.9m)前後に堆積する橙色細砂混シルト層上面で鎌倉時代～近世に至る

井戸 2基・土坑 1基 。濤10条を検出した。

第 2調査面

第 1調査面から約0.4m下層 (標高7.5m)付近に堆積する明青灰色細砂～責橙色細砂混粘土

層上面で奈良時代～鎌倉時代に比定される遺構・遺物を検出した。奈良時代に比定される遺構

には、掘立柱建物 3棟・土坑 1基・濤34条、鎌倉時代に比定されるものには濤 3条がある。

まとめ

今回の調査では、奈良時代～近世に至る遺構・遺物を検出した。特に、今回の調査では、掘

立柱建物を中核とする奈良時代の居住域の一部を検出することができた。奈良時代の遺構につ

いては、当調査地の北西約30～ 50m地点で昭和57年度に当調査研究会が実施した発掘調査 (第 2

次調査)でもこの時期の遺構が検出されており、今回の調査の結果、少なくとも南北100mに わ

たって居住域が広がっていることが確認された。

Oll入尾市文化財調査研究会『成法寺遺跡』1983

昭和56年 8月 24日 ～8月 31日調査 未報告
醐入尾市文化財調査研究会「成法寺遺跡 :市立成法中学校校合増集に伴う埋蔵文化財発掘調査概要」「昭和57年度に

おける埋蔵文化財発掘調査』1983

働八尾市文化財調査研究会「成法寺遺跡 :入尾市立成法中学校校合増改築に伴う発掘調査」F昭和58年度事業概要

報告』働入尾市文化財調査研究会報告 5 1984

註

驚

護

註 4
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20 成法寺遺跡

第 2調査面全景(北から)

掘立柱建物検出状況(南から)



21 東弓削遺跡

ひがしゆ げ

21 東弓削遺跡 (第 3次調査 )

調 査 地 入尾市八尾木東 3丁 目38

調査期間 昭和63年 1月 7日 ～昭和63年 2月 20日

調査面積 594m2

1ま じめに

今回の発掘調査は、国家公務員合同宿合建て替えに伴うもので、当調査研究会が東弓削遺跡

内で実施した発掘調査の第 3次調査にあたる。

当遺跡は、長瀬川から玉串川が分岐する「二俣」地区の北側に広がる沖積地上に位置してお

り、現在の行政区画では、東弓削・者Б塚・八尾木一帯にあたる。当遺跡の所在する沖積地は、

八尾市域の中央部を南東から北西に伸びるもので、当遺跡をはじめとして数多くの遺跡が立地

している。当遺跡の北は中田遺跡と接し、さらに北～北西には小阪合遺跡・成法寺遺跡などが

位置している。また、当遺跡の東には玉串川を挟んで恩智遺跡、長瀬川を挟んで南に弓削遺跡、

西に老原遺跡が位置している。

0       1〔

―
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21 東弓削遺跡

当遺跡一帯は、『続日本紀』神護景雲三年 (769)十月二十日の条に「詔似由義宮、為西京」と

記されているように由義宮 。西の京の推定地とされている地域で、昭和42年に行なわれた国道

170号線 (大阪外環状線)の敷設工事の際、当該期に比定される土器が出上したことにより遺跡

として認識されるようになった。その後、昭和50年には八尾市教育委員会により送水管敷設工

事に伴う発掘調査が実施され、弥生時代中期から鎌倉時代に至る遺構・遺物が検出された。次
註 1

いで昭和51年度には市教委が入尾木167番地で市立曙川中学校校合建築に伴って実施した発掘

調査では弥生時代後期～中世の遺物包含層を確認している。昭和57年度には、当調査研究会が
註 2

前記と同じ調査地で使合増築に伴って発掘調査 (第 1次調査)を実施した結果、古墳時代前期
註 3

の遺物包含層と平安時代末期～鎌倉時代の水田を検出している。さらに、昭和61年度には東弓

削102番地で当調査研究会が発掘調査 (第 2次調査)を実施しており、鎌倉時代末期の水田を検
誰 4

出している。

調査概要

宿合建物の建設予定地に合わせて調査区を設定した。掘削に際しては、現地表下 1～ 1.3mま

では機械掘削し、以下0,7mま では人力掘削を実施して遺構・遺物の検出に努めた。調査では、

3面 (第 1調査面～第 3調査面)にわたる調査を実施した。なお、第 3調査面の調査終了後、

調査区の中央部に幅 lm長さ40mの トレンチを設定し、 1～ 1.3m程度を人力掘削して、遺構・

遺物の確認を行なった (下層調査)。

第 1調査面

現地表下0.9～ 1.3m(標高10.9～ 11.3m)の 第 3層茶灰色砂混粘質土上面で、近世の農耕に伴

う多数の濤を検出した。濤は東西方向のもの28条、南北方向のもの 9条あり、幅0.2～ 0.7m深さ

0.05～ 0.15mを測る。内部には灰色粘上が堆積している。内部からは、陶磁器の小破片がごく少

量出土している。

第 2調査面

現地表下1.2～ 1.3m(標高10.7～■.Om)の第 6層責茶色礫混粘質土・粗砂上面で中世の畦状

の高まりを検出した。南北方向に伸びるもので、幅0.5～1.lm。高さ0。 1～ 0.2mを 測る。中央部の

南寄りは、約 3mの範囲が水口状にとぎれている。ここより東側には、埋没河川である粗砂が堆

積していることから、この高まりは、河川を区画する堤防・畦・道などの施設と考えることが

できる。東部に堆積する粗砂からは、おもに鎌倉時代の上師器皿・瓦器椀等の日常雑器や屋瓦

が比較的多量に出上している。

第 3調査面

現地表下1.4～ 1.7m(標高10.5～ 10.8m)の 第 7層灰茶色粘土上面で、水田を検出した。上層

に堆積する粗砂から出土した遺物からみて、埋没時期は鎌倉時代と考えられる。水田は 9筆あ
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21 東弓削遺跡

り、畦畔11条・唐鋤濤16条がある。唐鋤濤はすべて調査区の西部に集中していることから、東

部と西部で異なった土地利用がおこなわれていたことが窺える。

下層調査

調査の結果、第 9層・第11層 で水日、第13層で古墳時代前期 (庄内式期)の遺物包含層を確

認した。

まとめ

今回の調査では、現地表下2.6～ 2.8m(標高9.5m)の範囲に古墳時代前期 (庄内式期)の生

活面があることが明確となった。なお、その上層に堆積する黒灰色粘上には、同時期の遺物の

ほかに弥生時代中期～後期のものもあり、近隣に弥生時代の生活面が存在する可能性が高い。

世1 入尾市教育委員会 F東弓削遺跡』1976

註2 八尾市教育委員会「東弓削遺跡 〈八尾木東地区〉」『昭和51・ 52年度埋蔵文化財発掘調査年報』:八尾市文化財調査報
ゼ子4  1979

監3 働入尾市文化財調査研究会「東弓削遺跡 :市立曙ナII南中学校校合増築に伴う発掘調査概要」『昭和57年度における埋
蔵文化財発掘調査』1983

議4 働八尾市文化財調査研究会「東弓削遺跡 (第 2次調査)」『昭和61年度事業慨要報告』働八尾市文化財調査研究会報
ゼ子14  1987
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21 東弓肖」遺跡

第 1調査面全景(東から)

第 3調査面金景(東から)



22 矢作遺跡

(第 2次調査 )

調 査 地 八尾市高美町 4丁目141

調査期間 昭和62年 10月 23日 ～昭和62年 11月 18日

調査面積 160m2

はじめに

今回の発掘調査は、14D八尾納税協会の事務所建設に伴って実施したもので、当調査研究会が

矢作遺跡で実施した第 2次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地に位置しており、現在

の行政区画では南本町 5丁 目～ 7丁目・高美町 3丁 目・ 4丁 目にあたる。当遺跡周辺で当遺跡

と同様の立地条件を示す遺跡は、南に東弓削遺跡、東に中田遺跡・小阪合遺跡、北に成法寺遺

跡・東郷遺跡・萱振A遺跡がある。

当遺跡では、昭和55年度以降矢作神社周辺で、入尾市教育委員会による調査が数件実施され

「
司Ч第 1次調査地

や はぎ

22 矢作遺跡

t縮
羽

調査地周辺図
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22 矢作遺跡

ており、古墳時代と鎌倉時代の遺構が検出されている。昭和61年 3月 ～4月 に高美町 3丁目で

八尾市教育委員会が実施した発掘調査では、弥生時代後期～古墳時代前期の濤、古墳時代後期
註 1

の大型掘立柱建物、鎌倉時代以降の耕作に伴う小濤が検出され、当遺跡が弥生時代後期から中

世に至る複合遺跡であることが明確になった。さらに、昭和61年度に当調査研究会が高美町 3

丁目46で実施した調査 (第 1次調査)では、弥生時代後期の濤、古墳時代後期の溝、平安時代
誰 2

後期～鎌倉時代後期の掘立柱建物・井戸・土坑、室町時代の濤等が検出されている。なお、今

回の調査地点は当調査研究会が実施した第 1調査地から南西約150mの地点にあたる。

調査概要

八尾市教育委員会の試掘結果に従って、乳地表下1.lm付近までに堆積する盛土。十日耕上につ

いては機械掘削し、以下0.5～ 0.7m前後を人力掘削した。

その結果、現地表下1.6m前後 (標高 8.7m)前後に堆積する灰茶色シルト層上面で、古墳時

代前期・古墳時代後期・奈良時代に比定される遺構・遺物を検出した。古墳時代前期に比定さ

れる遺構には、土坑 1基がある。古墳時代後期に比定される遺構には、濤 8条・小穴 2個があ

る。奈良時代に比定される遺構は、自然河川である。

まとめ

今回の調査では、これまでの調査結果と同様、弥生時代後期・古墳時代前期・古墳時代後期・

奈良時代に比定される遺構 。遺物を検出することができ、小面積であるにもかかわらず多大な

成果が得られた。また、包含層や自然河川からは二次堆積ではあるが埴輪片が出土しており、

近隣に古墳の存在する可能性が示唆されよう。

入尾市教育委員会「矢作遺跡発掘調査概要」『八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 II』 入尾市文化財調査報告15

働八尾市文化財調査研究会「矢作遺跡 (第 1次調査)」『昭和61年度事業概要報告』働八尾市文化財調査研究会報告14

1987

離

瞳
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22 矢作遺跡

古墳時代後期の土器の集積

古墳望集引霙絵

検出遺構平面図
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22 矢作遺跡

調査区全景(西から)

調査区東部(東から)
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23 久宝寺遺跡

23 久 宝寺遺跡 (第 2次調査 )

調 査 地 入尾市久宝寺 6丁 目226

調査期間 昭和63年 2月 16日 ～昭和63年 2月 29日

調査面積 210m2

はじめに

今回の発掘調査は、共同住宅の建設に伴って実施したもので、当調査研究会が久宝寺遺跡内

で実施した第 2次調査にあたる。

久宝寺遺跡は、入尾市の北西部に位置し、旧大和川の主流である長瀬川左岸に立地する遺跡

で現在の行政区画では北久宝寺・久宝寺・西久宝寺・南久宝寺・神武町・亀井・北亀井町およ

び東大阪市大蓮南にあたる。当遺跡周辺では、東に東郷遺跡・成法寺遺跡、南に跡郡遺跡
。亀

井遺跡・竹淵遺跡、西に加美遺跡 (大阪市 )、 北に弥刀遺跡 (東大阪市)。 佐堂遺跡・美園遺跡・

宮町遺跡がある。

調査地周辺図
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23 久宝寺遺跡

当遺跡内では、昭和56年度以降働大阪文化財センター・働東大阪市文化財協会・入尾市教育

委員会 。当調査研究会により発掘調査が実施されてきた。特に昭和57年度以降働大阪文化財セ

ンターにより近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う発掘調査が実施された結果、縄文時代晩期

から平安時代に至る遺構・遺物が検出されている。

調査概要

共同住宅建築野定地にあわせて調査区を設定した。掘削に際しては、現地表下1.Omま でを機

械掘削し、以下0.2mは 入力掘削し遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、現地表下1.4m(標高6.6m)前後に堆積する暗灰色粘土層上面で、濤 4条

(SD-1～SD-4)と 河道 1条 (NR-1)を検出した。

基本層序

第 0層 :盛土。近年に調査区西側へ客土された上層である。上面  8001

の標高8.00m前後。

第 1層 :耕土。暗灰色砂質土。層厚 5～ 20cm。 ただし、西側は客

土する際に削平を受けている。

第 2層 :茶灰色砂質土。層厚10～ 25cm。 調査区西側で認められ、  7.00

近世から現代までの磁器等が出上した。

第 3層 :本層は、調査区東側と西側で層相が異なっていた。

第 3A層 黄褐色細砂混り粘質上。層厚10～ 20cm。 調査

区東側で認められた。 基本層序模式図

第 3B層 暗灰褐色砂質土。層厚10～ 30cal。 調査区西側で認められた。

第 4層 :褐灰色細砂混 り粘質土。層厚10～ 40cm9調査区全域で認められた。

第 5層 :暗褐灰色～暗黄褐色粘質土。層厚10～ 15cm。 調査区東側で認められ、本層上面から

NR-1が切込んでいる。

第 6層 :明灰色粘土。層厚 5～ 15cm。 粘性の高い土層である。調査区北東側で認められた。

なお、第 3層から本層までの上層中には弥生時代後期から奈良時代までの土器が混

左 していた。

第 7層 :暗灰色粘土。層厚10～ 20cm。 調査区東側で認められた。本層上面を調査面とした。

第 8層 :暗灰茶色細砂混 り粘土。層厚30clll以上。調査区東側で認められた。第 8層 と本層の

境界線は不明僚である。両層から弥生時代後期の上器が出土した。

検出遺構 。出土遺物

濤 (SD-1～ SD-4)

SD-1

鉤　　　　　　　　　一７．００ｍ　　　一繭

4

7

8

- 100-



23 久宝寺遺跡

調査区の北東隅で検出した。北西―南東方向へ伸びるもので両端は調査区外に至る。検出長

2.Om、 幅0.9～ 1.Om、 深さ0.35mを 測る。断面の形状は、逆台形である。内部堆積土は、上層

の淡灰褐色砂質土～粘質土と下層の灰茶色細砂混粘上の 2層に分れるが、境界線は不明僚であ

る。内部から、土師器と須恵器の小破片が出上している。

SD-2

調査区東側の中央部付近で検出した。東北東―西南西へ直線的に伸びる。検出長5.2m、 幅

0.2m、 深さ0,08m前後を測る。断面の形状は半円形を呈する。内部堆積土は、灰褐色粘土一層

である。内部から土師器の小破片が少量出上している。

SD-3

SD-2の北1.5mで検出した。SD-2と ほぼ平行して伸びるが、西端は北方へ屈曲する。検出長

4.6m、 幅0.25m前後、深さ0.06m前後を測る。断面の形状は、半円形を呈する。内部堆積上層

は灰褐色粘土一層である。内部から土師器の小破片が少量出上している。

SD-4

調査区の中央部付近で検出した。平面

の形状は、「く」の字形を呈するもので、

南西側は自然河道 (NR-1)に よって切ら

れている。検出長4.Om、 幅1.5～ 2.8m、

深さ0.4mを測る。断面の形状は、逆三角

形を呈する。内部には、上層から淡黄灰

色粘土混り微砂 。淡灰自色微砂 。淡灰色

粘土混り微砂・暗灰色細砂混り粘上が堆

積している。遺物は主に淡灰色粘土混り

SD-4出土遺物実測図

微砂と暗灰色細砂混 り粘土から、弥生時代後期に比定される壺・高杯・甕の小破片と土師器の

小破片が出上している。

河道 (NR-1)

NR―-1

調査区の中央部付近から西側全域で検出した。検出長12.5m、 幅10m以上、深さ lm以上を測

る。内部には、淡灰青色微砂 。黄褐色細砂・赤褐色粗砂が堆積 している。出土遺物には、弥生

時代後期の壺・鉢・高杯・甕、古墳時代前期から後期の上師器鉢・高杯・甕 。須恵器杯身・杯

蓋・甕・器台、奈良時代の上師器杯、須恵器杯身、九瓦がある。

まとめ

久宝寺遺跡では、これまでに実施されてきた調査の結果、縄文時代晩期から平安時代に至る
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出土遺物実測図 1
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23 久宝寺遺跡
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出土遺物実測図 2
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遺物番号 器 種 法 量 (αn) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 出 上 位 置

1 弥生土器 底 径  42 中央がわずかに窪んだ突出した広部から、
斜上方へ丸味をもって体H`が伸びる。
内面はハケメ。外面体部は縦方向のヘラ
ガキ、底部外側面はナデ。

淡茶妖色 やや粗 良好 SD-4

弥生土器 Fk 径  30 中央が窪む突出した底剖
`で
ある。

内外面とも調整不明。
明茶色 良 良好 第 71P

3 弥生」:イ ( 底 径  40 中央がわずかに窪 む突出 した底謝
`で
ある。

内外面 とも調整不明。

明灰茶色 良 良 好 第 7解

弥生」:器 医  径  43 形態は3に似る。
内面は板状工具によるナデ。外面は縦方向
のヘラミガキ。

淡灰茶色 良 良 好 第 7呼

弥生土器 llk 径  42 突出した平底である。
内面は板状工共によるナデ。外面は縦方向
のヘラミガキ。

淡灰茶色 良 良好 第 7片f

弥生土 イヽ は 径 38 形態は5に似る。
内外面とも調整不明。

茶tFJ色 良 長好 NR-1

7 弥生土器 「ヨ 径 180 外上方へ外反するI琥部である。端部は直
立気味の面をもち、 ■端は上方へつまみ上十ギ
ている。
内外面ともヨコナデっ

茶褐色 良 艮 好 第 8唇

弥生J:拷 |

甕

[] 径 175 体部から「く」の字形にLi曲 して斜上方ヘ
伸びた後、土端を上方へつまみ■げて丸く終
わる国縁部である。端部外面に一条の凹線を
巡らせてれi曲部の丸味のある稜を浮きあがら
せている。
内外面ともヨコナデ。

茶褐色 良 良 好 第 8蠣

労,釘:Jイ |

菱

日 径 158 形態は8に似る。
日縁3`内外面るよび体潮

`外

面はヨコナデ。
体謝;内面はヘラケズリ。

明茶色 良 良 好 第 8蠣

23 久宝寺遺跡

出土遺物観察表
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23 久宝寺遺跡

遺物番号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 出 上 位 置

弥生土イ
甕

口 径 160
底 径  48

突出した平底の底部から斜上方へ内湾して

体部力沖 びる。体部は倒卵形である。体部か

ら「く」の字形に屈曲して外反する日縁部で

ある。国縁端部は直立気味の面をもつ。

日縁部内外面はヨヨナデ。体部内面はヘラ

ケズリ。外面はタタキ。

暗灰褐色 良 良好 第 8層

弥生土器
甕

底 径  46 中央が窪んだ突出した平底のは部である。

内面はハケメ。外面はタタキ。

淡茶灰色 良 良好 第 8層

弥生土器
甕

底 径  44 突出した平底の底H`か ら斜上方へ体部力沖
びる。
内外面に板状工具の痕跡が残るが調整は不

明僚。

淡灰茶色 良 良好 第 8層

弥生土器

甕

底 径  46 形態は12に似る。

内面は板状工具によるナデと思われるが不

明僚。外面はタタキ。外底面に木葉痕がみら

れる。

淡赤茶色 良 良好 第 8層

弥生土器

高 杯
「

I 径 斜上方へ内湾して伸びる杯底部から田縁部
がに外方へ馬i曲 して外反するっれi曲出;外面に

稜をt,ち 、日縁瑞』
`は

外傾する面をもつ。
「J縁部はヨコナデの後、内面は横方向のヘ

ラミガキ、外面は維方向のヘラミガキ。杯底

部内面は密なヘラミガキ、外面はヘラミガキ。

茶褐色 良 良好 第 8暗

土師器 口 径 138 上外方へ伸び、端部でわずかに外反する日
縁コ
`で

ある。端部は丸い。

内面にハケメが認められるが全体に不明僚。

淡灰茶色 良 良好 第 6層

土師器

甕

口 径 159 「く」の字形に屈曲する頸部から内湾気味に
上外方へEJ縁士Lが伸びる。「1縁端J`は内傾し
た面をもつ。
日縁部は内外面ともヨコナデ。体J`外面上

位は斜方向のハケメ調整の後、横方向のハケ
メっ体詢;内面はJl惟不WI

淡灰茶色 良 良好 第 6唇

土師器

甕

口 径 形態は16に似るが、国縁端引;は若千肥厚し、

内傾した凹面をもつ。
「J縁』∫内外面および体」

`外

面はヨコナデ。

体部内面上位に指頭圧痕がみられる。

淡灰掲色 良 良好 第 6唇

器
杯
上
高

下外方へ直線的 に伸 び、やや丸味 をもって

伸 びる脚部である。

内外面 とも調整不明。

子し灰茶色 良 良好 第 6屑

土|・T器
高 杯

下外方へ直線的に伸び、わずかに屈曲して

拡がる脚部である。

内面はヘラ状工具によるナデ。外面はヘラ

ミガキ。

子L妖 茶色 精良 良好 第 6屑
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23 久宝寺遺跡

遺物番号 器 種 法 量 (cln) 形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 出 上 位 置

器

杯

師上

高

裾 径 (100 下外方へまっすぐ伸びる柱状部と「く」の
字形に外方へ屈曲してまっすぐ伸びる裾部か

らなる脚部である。内面柱】大部はヘラケズリ、
裾部はナデの後ハケメ調整。外面はナデ。

暗赤茶色 良 良好 第 4婚

器

杯

師土

一局

裾  径 106 下外方へまっす ぐ伸 びる柱状部からゆるや

かに屈曲 してまっす ぐ伸びて裾部へ至る脚部

である。三方に透孔 を穿つ。

裾部内面 にハケメがみ られるが、調整は全

体 に不明僚。

淡灰茶色 精良 良好 第 6層

土師器

鎌

口 径 308 上外方へ内湾して伸びる体部から屈曲して
斜上方へ外反する国縁J`へ至る。国縁端部は
九く終わる。
日縁日
`内

外面はヨコナデと思われるが全体
に調整不明僚。

淡灰茶色 良 良好 第 4唇

土師器

観

口 径 220 上外方へまっすぐ伸びる筒形の体刊
`で

ある。
口緑部はわずかに内湾し、端日

`は

丸く終わる。
国縁部はヨコナデの後、横方向のハケメ。
体ヨ
`外
面は縦方向のハケメ。

明橙色 精良 良好 第 3B屑

土師器

杯

口 径 120 浅い半球形の杯広部からやや角度をかえて
日縁部へ至る。日縁端部は丸く終わる。日縁
削
`内

外面はヨコナデ。体部はナデ。

明橙色 精良 良好 第 4厨

25 土師器

杯

口 径 112 形態は24に 似る。
調整も24に 似るが、不明僚。

明橙色 精 良 良好 第 3B唇

26 土師器

皿

口 径 235 平らな底削
`か

ら丸味をもって上方へ立ちよ
がり口縁部へ至る。日縁部で内傾気味となり、
端部は丸く終わる。
日縁部内外面はヨコナデ。体J`内外面はナ
デの後、内面に斜行文のヘラミガキ。

明橙色 精良 良好 第 3B噺

土白F器

台付大皿

高台径

高台高

平らな底部から斜上方へ伸びた後、上外方
へ屈曲し、日縁部で外反する。直立気味な「ハ」
の字形の高台を貼付し、接地面は平らな面を
成す。内外面とも回転ナデ。

乳灰茶色 良 良好 第 6層

土  錘 径 3 70 平面の形状は円形を呈し、中央に円孔を穿
つ。断面の形状は惰円形を呈する。一部で鋼
離しているが、現存重量389。

乳灰茶色 良 良好 第 5層

29 須恵器

長頸重

口 径  90 口頸部は細長く、外反しながら上方へ伸び
て国縁部で水平になり、端H`は 丸く終わる。
日頸部中位に一条の凹線を巡らす。
内外面とも回転ナデ。全体に淡緑灰色の自
然釉がかかる。

淡灰色 級密 堅級 第 3Bぽ
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23 久宝寺遺跡

遺物番; 器    種 法 量 (cm) 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 出上位 置

須恵器
長頸壺

体部最大径

23 9

底 径 146

体部の最大径は、上方から/付近で求めら
れ、肩が張る形態である。肩部に一条の凹線
を巡らす。底部には「ハ」の字形の比較的高
い高台を貼付し、内端面で接地する。

内外面とも回転ナデ。内面に灰白色 (石灰

質か?)の物質が付着。

淡灰青色 級密 良好 第 8B層

須恵器

杯 蓋
口 径 125 丸味のある天丼部に「ハ」の字形で外反気

味に垂下する口縁部である。稜は全く鋭さを

欠きヽ 形だけのものである。口縁端部に内傾

する明僚な段を有する。天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ、他の部分は回転ナデ。口縁部外面
に斜方向のヘラ摘文を施す。

淡灰青色 密 堅級 NR-1

須恵器

杯 蓋

日 径 13.3 天丼部からまっすぐ垂下する口縁部である。
日縁端部は九く終わる。稜はきわめて形骸

化し、天丼端部に凹線を巡らせて稜を相対的
に浮かび上がらせている。
日縁部内外面とも回転ナデ。

仄青色 級密 堅級 NR-1

須恵器

杯 蓋
日 径 160
器 高  43

平らな天丼部から口縁部は直下へ下る。ロ

縁端部は内傾し、明僚な段を有する。稜はき
わめて形骸化し、天丼端部に凹線を巡らせて

稜を相対的に浮かび上がらせている。天丼部

外面は回転ヘラケズリ、他の部分は回転ナデ。
天丼部内面中央近くに同心円文力ちられる。

灰色 緻密 堅級 第 3B層

34 器

身

恵須

杯
口 径 115
受部径 14.2

たちあがりは比較的短く内傾し、ゆるやか

な「 S」 字形を呈する。日縁端部は丸く終わ
る。受部は比較的長く、端部は九い。外面底

部は回転ヘラケズリ、他の部分は回転ナデ。

淡灰青色 緻密 堅級 第 6層

須恵器

杯  身
口 径 122
受部径 15.0
器 高  43

たちあがりはまっすぐで比較的短く内傾す
る。端部は丸く終わる。受部は比較的長く端

部は丸い。底部外面は回転ヘラケズリ、他の

部分は回転ナデ。

内底面中央近くに同心円文がみられる。

灰色 密 堅級 NR-1

36 須恵器
杯 身

口 径 140
受部径 165

形態、調整は35に似る。 灰色 密 堅緻 第4層

器

身

恵須

杯

高台径 118
高台高  07

平らな底部に「ハ」の字形に開く高台を貼

付する。高台は端部で肥厚し、わずかに窪ん
だ面をもち内端部で接地する。

底部外面は回転ヘラケズリの後、回転ナデを
施し、一部で静止ナデが認められる。他の部
分は回転ナデ。

淡灰色 級密 良好 第3B層

器
身
恵須
杯

径

高

台

台

一島
一品

■ 0

0 7
ほぼ平らな底部から丸味をもって上外方ヘ

立ち上る体部である。底言Rこは直立気味な「ハ」
の字形の高台を貼付する。高台の接地面は平
らな面を成す。
内外面とも回転ナデ。

灰青色 級蜜 良好 第 3B層

器

身

恵須

杯

口 径 186
器 高 78
高台高  1,2
高台径 134

体部から口縁部は逆「ハ」の字形に開く。

平らな底部に直立気味な「ハ」の字形の高台
を貼付し、高台の接地面はIまぼ平らな面を成

す。外底面中央で回転ヘラケズリがみられ、

他の部分は回転ナデ。

淡灰色 緻密 良好 第 3B層
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23 久宝寺遺跡

と物番号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 出 上 位 置

40 須恵器

高 杯
裾  径  99 柱状部は下外方へ直線的に伸び、裾部でゆ

るやかに外反する。端部は丸く終わる。
基部内面で回転ヘラケズリがみられ、他は

回転ナデ。

淡灰色 級密 良好 第 3B婚

須恵器

器 台
据 径 232 台部はほとんど欠損してID・ り、形態は不明

であるが、外面基部近くに波状文を施す。脚

部は、下方へ向うに従い広がる円筒形を呈し、
裾部で大きく外反し、端部は外傾したやや窪
んだ面をもつ。外面の台部と脚部の境には、
一条の鋭い凸線で界し、脚部外面には2条一
対の鋭い凸線で界された文様帯が5つみられ
る。最上の文様帯には波状文を施す。以下 4
つには複合波状文が施され、四方に長方形の

透孔が穿たれている。
内面は回転ナデ。一部に緑灰色の自然和が
かかつている。

淡灰色 緻密 堅級 NR-1

丸 瓦 凸面はヘラケズリが施され、凹面は斜方向
のヘラケズリを施して、細かい布目痕を消し
ている。

淡灰色 やや粗 良好 第 3B層
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23 久宝寺遺跡

調査区全景(東から)

器台出土状況(西から)



23 久宝寺遺跡

30                                                    41

土師器甕 (17)・ 杯 (24)、 須恵器杯身(35,39)・ 高杯 (40)・ 器台(41)
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24 中田遺跡

(第 1次調査 )

調 査 地 八尾市中田 2丁 目29。 39

調査期間 昭和63年 2月 22日 ～昭和63年 3月 11日

調査面積 100m2

はじめに

今回の発掘調査はマンション建設に伴って実施したもので、当調査研究会が中田遺跡内で実

施した最初の調査である。

当遺跡は長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置しており、現在の行政区画では八尾市中

田・八尾木一帯にあたる。当遺跡の位置する沖積地上には数分くの遺跡があり、当遺跡の周辺

では、南に東弓削遺跡・西に矢作遺跡・北に小阪合遺跡が近接している。

当遺跡内では、昭和45年に区画整理事業が施行され、それに伴う発掘調査が、大阪府教育委

員会・八尾市教育委員会・中田遺跡調査会によって実施されており、多大な成果が得られてい

る。今回の調査地はこれらの調査地から東へ約500mの地′ミにあたる。

なか た

24 中田遺跡

J降
唖 L。 前山本小争校
°°
■。          _

司i 卯

島
購

調査地周辺図
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24 中田遺跡

調査概要

当初、入尾市教育委員会の指示通り、22箇所の基礎杭 (約 100m2)に ついての調査を行う予定

であったが、敷地境界に接する基礎杭位置ではオープンカットエ法による掘削ができないため、

指示位置通りの調査を行っていない部分がある。結果的には、約100m2の調査面積の範囲内で15

箇所の基礎杭位置についての調査を実地した。

掘削については、八尾市教育委員会の試掘結果を踏まえ、乳地表下1.5～ 1.8mま でに堆積する

土層を機械で掘削し、以下0.4～ 0.6mを手掘りとして緑灰色粘土～シルト上面を調査対象面と

した。なお、調査地は湧水量が多く上質も軟弱であることが試掘調査の段階でわかっており、

安全を考慮して壁面の勾酉己は多めにとったが、各調査区で壁面が崩れたため、充分な調査はで

きなかった。

調査の結果、調査対象地の東部にあたる第 1調査区～第 4調査区では、弥生時代後期の遺物

包含層である黒灰色粘土から少量の上器類 (24・ 30～ 32・ 37)が出土しただけである。一方、

調査対象地の西部にあたる第 5調査区では濤 2条、第 7調査区では井戸 1基・落ち込み 1個が

検出され、遺構内部および遺物包含層から多量の土器類が出上している。第 6調査区では遺構

調査地設定図
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24 中田遺跡

は検出されなかったものの、多量の上器類が出上している。これらの出土量はコンテナに5箱

程度で、遺存状態は概ね良好、しかも比較的まとまった形で出上したものが多い。

弥生時代後期以外では、須恵器を含む古墳時代の上器類が若干量出上しており、流出包含層

であるシルト～粗砂および流路跡から、中近世の上器類がコンテナに1箱程度出上している。

その他、水田耕作土の可能性のある土層を2枚確認している。

基本層序

第 0層

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

盛±。0.4～ 0.7m。 現地表面の標高は10。 4～ 10.7mで、北東が高く南西が低い。

黒灰色砂質土。0.15～ 0.4m。 近年までの耕作土である。

緑灰色砂質土。0.2～ 0.4m。 耕作上の床土、下部に粘質上が堆積する部分もある。

茶禍色砂質土。0.2m前後。近世の陶磁器片を若千含む。調査地中央部には、この上

面から切り込む粗砂の堆積 (流路跡)があり、内部から中近世の遺物が出上している。

茶褐色粘質土～シルト。0.2m前後。東部は礫混じりの硬 くしまった土層、西部は湧水

量の多い軟弱な土層である。

灰色シルト～微砂。0.3～ 0.5m。 第 4層同様湧水量の多い土層で、中世 (13世紀以

降)の瓦器椀等を含んでいる。

灰色粘土。0.3m。 水日耕作上の可能性のある土層で、西ほど粘性が高い。東端では

この上面から流路の可能性のある微砂が切り込んでおり、中世の遺物を含んでいる。

暗灰色粘±。0.2m。 東部 では

細砂 を含む             第5～第7調査区 第 1～第 4調査区

青灰色 シル ト～細砂。0.2～

0.25m。 東端は細砂。湧水量は

きわめて多く、調査中この層の

崩れがあい次いだ。

盛土

⑩婢嗣卿伽

0

I 黒灰色砂質土 旧耕土

2 緑灰色砂質上 床 土

＼ 近世の遺物 鶏下4

5

7

8
(礫湿 )

粘 土

IIシル ト

赤褐色～灰色粘±。0,15～ 0.25m。

水田耕作上の可能性がある土層  9・ 00m

で粘性は低い。東部では下部に    _

礫の混入が認められ、西部では  須
暮悪

須恵器を含む古墳時代の遺物が  8.00m

若千認められる。

黒灰色粘土。0.1～ 0.25m。 弥  二棄彊目監唇三～シルト :響疫呂リカト～細砂
勢 飛 イ期 釧 勤 包含層である。 :筵 慈生

卜凱 砂
 島 蜜縫 越

al・土

H 緑灰色粘上～シルト

桂状図

物
代
遺
時
の
生
期
弥
後

第10層
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24 中田遺跡

西部では厚く堆積し、炭化物を

含む。

第11層 :緑灰色粘土～シル ト。0.4m以

上。弥生時代後期の遺構面であ

る。東部ほど粘性が高い。上面

の標高は8.15～ 8.4mで、北東が

高く南西が低い。

検出遺構と出土遺物

ここでは、第 5調査区～第 7調査区につ

いての概要を記す。なお、出上した土器類

の内訳は右表の通りである。

・第 5調査区

調査地の北西隅に位置する調査区である。ここでは、調査区の中央から南部で 2条の濤 (濤

1・ 濤 2)を検出した。遺構内および第10層からの遺物の出土量はコンテナに 1箱である。
２
１
１
１
ψ

―

―
Ｉ
Ｉ
）

出土遺物内訳表

Ⅷ
日 縁 部 底 (裾 )部 体 部 土

　

錘

石
製

品壷 甕 鉢
絡

〓霊 甕 鉢
高杯

器台
壼 甕

1 第10婚 ]

2 1 3 1 1 1 2 5 2

3 5 l 1 4 1 6 2 1

2

5

濤 1 3 3

濤 2 9 1 2 1 2 7 2 1 4

第10婚 3 1 l 1 l 4 3 15 2 1

3 4 3 2 6 5 8

7

井 戸 2 1 1 11 1 2 4 2

吾ち込み 1

第10層 5 3 3 1 4 4 3 3 1

‐
十２

十

0 盛上
I 黒灰色砂質土(旧耕土)
2 緑灰色砂質土(床土)
3 茶褐色砂質上
4 茶禍色粘質土～シル ト
5 灰色微砂

灰色シル ト質粘上  A
暗灰色粘土     B
青灰色シル ト    C
赤禍色シル ト質粘土 D
黒灰色粘上     E
緑灰色シル ト

第 5調査区平断面図
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６
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24 中国遺跡

濤 1

調査区中央部で検出した。ほぼ東―西に伸び、断面の形状は逆台形である。幅0。 2m。 深さ

0.05m程度を測る。内部堆積土は黒褐色粘土、内部から弥生土器の小片が数′ミ出上している。

濤 2

調査区南部で検出した。南東―北西に伸び、断面の形状は浅い半円形である。幅1.0～ 1.3m・

深さ0.3m前後を測る。濤底の標高は北西が高く南東が低い。内部堆積土は黒褐色粘上で、内部

から弥生土器 (1～ 23)が出上している。そのうち甕 (1・ 5)、 鉢 (10)、 高杯 (23)は濤底

に接した状態で検出された。

重 (18～ 20):広口壺 (18)・複合口縁壷 (19)・ 底部がある。広口壺 (18)は 口縁端面に櫛描

きの波状文を施す。複合口縁壺 (19)は下段の口縁端と頸部の貼り付け突帯の上下端にヘラに

よる刻み目を施すもので、頸部内外に赤色顔料が付着する。 (20)は大型の壼の底部である。

甕 (1～ 9・ 13～16):小型のもの (104)、 中型のもの (5～ 9)、 底部 (13～ 16)がある。

休部の形態は (3)が球形近くに張ると思われるが、他でみると体部の張りは少い。口縁部は

体部から九く屈曲するものが多い。口縁端部の形態には、擬口縁で終るもの (1)、 尖りぎみに

終るもの (2・ 3)、 立ち上がるもの (4～ 9)がある。日縁端部外面には、強いヨヨナデによ

るものか、(4)では鋭い稜線、 (G・ 8)では凹線状の凹みが一周する。 (1・ 5・ 6)でみる

と体部は 3段階の分割成形が行われているが、最下段の接合部が特に明瞭に認められる。底部

には、体音Бからあまり突出しないもの (1・ 13)と 突出するもの (14～ 16)がある。

鉢 (10～ 12):直 口の有孔鉢 (10)のほか、底部 (11・ 12)がある。 (10)は甕の体部下半と

共通する形を呈するもで、口縁端部は未調整の擬口縁で終り、底面に焼成前の孔を持つ。 (11)

は焼成後に底面内外から孔を穿とうとしているが、未貫通のままである。 (12)は尖りぎみの底

部で焼成前の孔を持つ。

高杯 (21～ 23):大型で段を有する杯部 (21～ 23)と 小型の裾部 (23)がある。 (21)イよ深く

て九みのある杯底部で、段は鈍い。 (22)の段は鋭い稜線となる。 (23)は 1孔のみ残存する。

手焙り形土器 (17):丸みのある抹部に貼り付け突帯を廻らせるもので、受け口状の口縁部を

持つ。覆部の破片が数点出上しているが接合できない。

第10層 出上遺物

壺 (27・ 28・ 38)i広 口壷 (27)・ 複合口縁壺 (28)。 底部 (38)がある。広口壼 (27)は拡張

した口縁端面に 2条の凹線文を廻らせ、竹管押圧円形浮文を貼る。復合口縁壷 (28)は下段の

口縁端にヘラによる刻み目を施す。底部 (38)は体部から突出する平底で、腹部は大きく張る。

甕 (25。 26・ 33～35):日縁部 (25・ 26)・ 底部 (33～ 35)がある。日縁部は端部に凹線状の

凹みが一周するもの (25)と 尖りぎみに丸く終るもの (26)を図示したが、濤 2でみたように
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24 中田遺跡

立ち上がるものも数′ミ認められる。底部はいずれも体部から突出するもので、月ヽ型で平底のも

の (33・ 34)と 大型で上げ底状のもの (35)がある。

鉢 (29・ 38):大型鉢の口縁部 (29)と 小型鉢の底部 (36)がある。 (29)は 口縁部が内湾し

て立ち上がるもので、口縁部外面に凹線状の凹みが一周する。 (36)の底部は高台のように「ハ」

の字形につまみ出される。

土錘 (40):管状土錘で一部を欠損する。組ずれ痕があり、中央部はわずかに凹んでいる。

。第 6調査区

調査地の西部中央、第 5調査区の南に設定した調査区である。ここでは明確な掘り込みは確

認していないが、調査面である第11層が調査区南部中央から北東 。北西へ徐々に落ち込んでお

り、第10層が厚く堆積していた。遺物はこの第10層から出土したが(特に西側で多量の上器が

集積していた。出土量はコンテナ 1箱程度である。

壺 (41・ 42)i複合口縁壺 (41)と 短頸壼 (42)がある。複合口縁壺 (41)は 口縁部上端にヘ

ラによる刻み目文を施す。短頸壺 (42)は 日縁部外面に凹線文が廻るもので、体部は中位で著

しく張り、底部は体部から突出しない上げ底状で、新しい様相を持つものと思われる。

甕 (53～ 63)・ 口縁部 (53～ 57)。 体部 (58)。 底部 (59～ 63)がある。体部から九く屈曲して

口縁部に至るものがほとんどである。端部は丸みのある面を持つもの (53～ 58)が最も多く認

められるが、 (57)の ように、上方へ立ち上がり、側面に凹線状の凹みを持つものもある。体部

(58)は上方で強く張る器形で、タタキ調整の後肩部に一定の間隔で縦位のハケを施すもので、

27(5)

〔
===三
ミミ「
;:========〓

==:::::二

|―

―~~~~~―――――――――
ii`'テi:i:i!)

＼```
〔l三三!::II,'そそ(2) 意      (5) X3的

X4(5)
＼

〔_上三ア寄 (3)

＼
葉似基≦五〃金 (4)

ヒ   中m

＝

加

力

ｒｒ

キＩ

Ｈ

田
Ψ
⑤
呻

ｍ日
Ψ
③
銅

第 10層 出土遺物 ( )内は調査区番号
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24 中田遺跡

やや新しい傾向を示すものといえる。底部はすべで体部から突出するもので、 (6卜 62)は平底、

(63)はわずかに上げ底ぎみとなる。

鉢 (50～ 52・ 64・ 65):大型鉢 (50・ 51)・ 小型鉢 (52)・ 底部 (64・ 65)がある。大型鉢のう

ち (50)は 内湾する口縁部を、(51)は 直線的に伸びる口縁部を持つ。小型鉢 (52)は受け口状

に立ち上がる口縁部を有するもので、体部からわずかに突出する底部を持つ。 (64)は高台のよ

うにつまみ出される上げ底状、(65)は短頸壼 (42)の底部のように体部から突出しない小さな

上げ底状である。

高杯 (43～ 49):杯部 (43～ 46)。 裾部 (47～ 49)がある。杯部はすべて段を有するもので、

(43・ 44)は大型で、 (45。 46)はやや小さい。(43)の 口縁部は外反して長く伸び、(44)の 口

縁部は直線的に外傾する。 (45)イよ外反ぎみの短い口縁部で、大く短い中実の脚を持つ。 (46)

は口縁部の接合部からはがれたものである。裾部は (47・ 48)が外反して開くもので (49)は 内

湾して開く。(47)は 1孔残存、(48)イよ内面にヘラ描きの記号文を有する。

9,00m

Ｂ十

0 盛土
I 黒灰色砂質上(旧耕土)
2 緑灰色砂質土(床土)
2′ 緑灰色粘質土
3 茶褐色砂質土
4 茶褐色粘質土
5 灰色シル ト
6 灰色シル ト質粘上
7 暗灰色粘上
8 青灰色シル ト
9 赤掲色シル ト質粘土
10 黒灰色粘上

H 緑灰色シル ト

第 6調査区平断面図 数字は遺物番号

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

）
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24 中田遺跡

・第 7調査区

調査地南西端、第 6調査区の南に設定した調査区である。ここでは井戸 1基・落ち込み 1個

を検出した。遺構内部および第10層からは、コンテナに 3箱程度の上器類が出上している。

井戸

調査区南部中央で井戸の北半分を検出した。 2段の掘 り形を有するもので、上面径2.5m・ 深

さ1.Om程度の規模を有する。内部堆積土は、上方からA層植物遺体を含む黒褐色粘土・B層緑

灰色礫混粘質土・C層緑灰色シル トと灰黒色シル トの互層からなる。ここでは、掘削途中南壁

が崩れ、井戸が完全に埋まってしまったため、遺物の堆積状況は不明瞭ではあるが、遺物は主

に上層のB層 中に密集していたようで、井戸底からの出土はなかった。

壺 (開・ 89):と もに広口重である。 (88)は 「く」の字形の日縁部を持つ広国の短頸壺であ

る。 (89)は 口縁下端を拡張させて広い面を作るもので、側面には櫛描きの波状文が施される。

甕 (66～ 84)iやや大型の甕 (G7～ 70)。 中型の甕 (66・ 68・ 69・ 81)の他、口縁部 (71～ 80)・

底部 (82～ 84)がある。全体の形状にはバラつきがあり、まとまりを欠くが、概ね休部の張り

が弱い器形で、口縁部は (70)のみ「く」の字形に鋭く屈曲するが、他はすべて体部から九く

屈曲して口縁部に移行する。口縁端部の形態には、尖りぎみに終るもの (66・ 71・ 74・ 78～ 80)・

10.00m

9 00m

8 00m

0 盛土
I 黒灰色砂質上(旧耕土 )
2 緑灰色砂質土(床上)
2′ 緑灰色粘質上
3 茶褐色砂質土
4 茶褐色粘質土
5 灰色シル ト～微砂
6 灰色シル ト質粘土
7 暗灰色粘土
8 青灰色シル ト
9 赤褐色シル ト質粘土
10 黒灰色粘土
H 緑灰色シル ト

: 暑撮三与ii:七 3 (井
戸 )

D 黒褐色粘上(落ち込み)

第 7調査区平断面図 番号は遺物番号

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

↓
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24 中田遺跡

面を持つもの (67・ 68・ 70・ 73)・ 立ちあがるもの (89。 72・ 77)・ 段をなすもの (75。 76)が

ある。底部はすべて休部から突出する上げ底から平底である。左上がりのタタキロを持つ甕 (68)

は器形が著しく歪んでおり、体部から突出するドーナツ状の底部を持つ。休部のみ遺存する甕

(81)は痛平な器形で、外底面にもタタキロ調整が施されている。第 5調査区濤 2の甕でみたよ

うに、ここでも分割成形時の接合痕が認められ、特に (66～ 68・ 81)の体部下半で頭著である。

鉢 (85～ 87):小型鉢 (85・ 86)。 大型鉢 (87)がある。 (85)は体部からわずかに突出する底

部で、焼成前の孔を有する。 (86)は休部から連続する小さな平底で外面に弱いヘラケズリが行

われている。大型鉢 (87)は注目を持つもので、内外に弱いヘラケズリが認められる。

高杯 (90～ 92):有段の杯部 (90)ほか柱状部 (91)。裾部 (92)がある。 (90)は杯底部から

鈍い稜を持って外傾する口縁部力X申びる。 (91)イま3孔を有する。 (92)は外反して開く。

敲石 (93):河原石を未加工のまま利用したものと思われる。敲打痕はないが両端に擦痕状の

使用痕が認められる。

祗石 (94):痛平な砂岩を割り、利用したものである。使用面は 1面で、その 2箇所に赤色顔

料が付着している。

落ち込み

調査区南壁東端で第■層上面が落ち込んでいる部分が認められた。平面では捉えていないた

め、土坑状になるものか濤状になるものか不明である。壁面の観察では東西0,9m・ 深さ0.15m

の規模を測り、内部には黒褐色粘上が堆積し、壺 (95)が出上している。

壼 (95):球形に近い体部中位以下が遺存する。底部は丸底を押しつぶしたような形状で、外

面全体を横位のハケで調整しており、形態 。調整ともに特異なものである。

第10層 出土遺物

壺 (96～ 98・ 100～ 103):長頸壺 (98)。 広口壺 (97・ 98)。 底部 (100～ 103)がある。長頸壺

(98)は外面にヘラ描きの記号文が勉される。広口壺はともに口縁端部を下へ拡張して広い面を

作るもので、(97)は下端にヘラによる刻み目文、(98)は側面に櫛 (半我竹管の可能性がある)

描きの波状文を施す。底部はすべて体部から突出するもので、平底のもの (100～ 102)・上げ底

のもの (103)が ある。

甕 (111～ 118・ 122～ 128)iハケ調整のみのもの (111～ 113)・ タタキロ調整のもの (114～ 116・

118)・ タタキロ調整後にハケを用いるもの (117)・ 底部 (122～ 128)がある。 (111)は 口縁部

および底部の形態・内面に施されている弱いヘラケズリ等から一時期古いものに比定できる。

また、胎土に含まれる砂粒やその色調などから、他の地域からもたらされた可能性も考えられ

る。 (112・ 113)は タタキロ調整の甕に比して体部の張りが強いようである。内面の調整はナデ
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24 中田遺跡

仕上げされており、丁寧なつくりである。タタキロ調整のみ甕 (114～ 116・ 118)の形態は変化

に富んでおり、全形のわかるものは (115)の みである。(114)は屈曲部の器肉が厚く、先細と

なって端部に至る。 (115)は 3段階の分割成形が行われており、最下段ではタタキロの方向を

逆転させ、綾杉文のようになる。底部は体部から突出する上げ底である。 (116)は球形近 くに

張る体部を持っており、粘上の接合痕は螺施状にまわっている。 (118)は 口縁端部が強いヨコ

ナデによって段状になるものである。タタキロ調整後にハケロを施す甕 (117)は体部から一旦

立ち上がった後に開く口縁部を持つもので、全体をタタキロ調整した後腹部以下に縦位のハケ

が施されている。底部は体部から突出する平底 (123～ 125。 128)が多くみられるが、突出しな

い平底 (126～ 127)・ ドーナツ状の底部 (122)がある。

鉢 (119～ 12卜 129):小型鉢 (119～ 121)・ 底部 (129)がある。 (119～121)1ますべて擬口縁

で終る直日の鉢である。 (119)は きわめて小型のもので、底部は著しく突出する。 (120)は体

部から突出しない上げ底を持つ。 (121・ 129)イまともに底面に焼成前の孔を有する。

高杯 (105～ 107):柱状部から裾部 (105)・ 裾部 (106・ 107)がある。 (105)は 中実の柱状部

を有し、水平近くに開く裾部には 4孔を持つ。 (106)は外反して開き、 1孔を有する。 (107)

は内湾ぎみに開く薄手の裾部である。

手焙り形土器 (99):覆部は出土していないが、口縁部内面に上方へ立ち上がる覆部の接合痕

が認められたため、手焙り形土器とした。受け口状に立ち上がる口縁部を持つもので、体部外

面にヘラ描きの斜格子文が施されている。

土錘 (108～109):と もに管状土錘で紐ずれ痕が認められる。(108)は外面に強い面取りが行

われたためか断面の形状は六角形に近く、孔は楕円形を呈している。 (109)は全体が歪んでお

り、孔の位置も中心からずれている。

祗石 (110):扁平にはぎとった石材の短辺・裏面を未調整のままで使用する。長辺はある程

度の調整によって平滑にされており、使用痕も認められるが、主な使用面は上面の 1面のみで、

中央部は凹んでいる。

まとめ

今回の調査地は、これまで行われている中田遺跡の調査地から東へ500m程度離れている。ま

た、地形的には、玉串川の旧堤防が落ち込み、低平地と接する地点にあたっている。このこと

から、今回の調査地付近は、中田遺跡範囲の東辺にあたるものと考えられる。今回の調査は小

規模なトレンチ調査のくり返しであり、「遺物拾い」の感は免れ得ないが、調査対象とした弥生

時代後期の他、古墳時代と鎌倉時代の遺物に加え、 2時期の水田土層も確認している。以上の

調査結果から、従来から言われているように、当遺跡が広範囲に広がる複合遺跡であることが

裏付けられた。
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第 7調査区第 10層出土遺物
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第 5調査区 溝 2
遺物春号

写俸 種 法量 (Cm) 形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

1 小型甕 径
径
径
高

大
日
最
底
器

外傾する日縁部、倒卵形の体部、突出 しな

い平底。

3段階の分割成形、口縁タタキ出 し、端部
未調整、外面 タタキ(2条 )、 内面ハケ(8～9条 光

暗赤褐色 粗 良好 ほぼ完形

2 甕 回 径 15
最大径 19

外反ぎみの口縁部、端音Ыよ尖りぎみに終る、
体部の張りは弱い。
口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ(3条 )。 内

1面指頭圧痕あり。

灰緑色 やや粗
ヽ
質

良

乾

甕 日 径 135
最大径 208

強 く外反す る日縁部、端部は尖 りぎみに終

る、体部は球形近 くに強 く張る。

日縁部 ヨコナデ、体部外面 タタキ(3条 光内

面ハケ(9条 拓

暗赤褐色

内面灰黒色

粗 良好

4 蓑 日 径  126
最大径 122

強 く外反す る口縁部、端部は強いヨヨナデ

によって鋭 くつ まみ上げられ、面を持つ。

日縁部 ヨコナデ、体部外面 タタキ(2条 )・ 内

面ナデ。

明橙色 やや粗 良好 煤付着

甕 日 径  153
最大径 162

外反す る口縁部、端部は丸みを持ってつま

み上げられる、体部は倒卵形。

3段階の分割成形、日縁タタキ出し・ ヨコ

ナデ、体部外面 タタキ(3条 )・ 内面ナデ。

暗茶褐色 粗 良 好 底部欠損

煤付着

甕 口 径 16
最大径 174

強 く外反する日縁部、端部はつ まみ上げら

れ側面に凹線 を持つ、体部は倒卵形。

3段階の分割成形、口縁 タタキ出し・ ヨコ

ナデ・体部外面タタキ(3条 )。 内面ナデ。

暗茶褐色 密 良 好 体部 1/2残

媒付着。

7 甕 口 径  152 ゆるく外反する日縁部、端部は丸みを持っ
てつまみ上げられる。
日縁タタキ出し ,ヨ ヨナデ。

赤褐色～

黒灰色

やや粗 良 好 黒斑 ?

甕 日 径 強 く外反す る日縁部、端部には 2条の凹線
を持つ。
ヨコナデ。

淡茶色～

灰緑色

やや粗 良好

甕 口 径  17 外反する長い口縁部、端部はわずかにつま
み上げられ、面を持つ。
ヨコナデ。

淡茶色～

明橙色

やや粗

チャー ト

石英

良好

鉢 口 径 13
底 径 395
器 高  73
孔 径 07～ 1

わずかに立ち上が る日縁部、端部未調整、

体部は逆円錘形、底部はわずかに突出す る平

底に娩成前穿孔。

外面 タタキ(4条 )。 内面ハケ(7～8条 )。

明橙色 やや粗 良好 完形

黒斑あ り

煤付着

鎌 底 径  4
孔径03～ 04

体部は逆円錘形、底部は明確に突出す る上

げ底、焼成後に未貫通の孔。

外面 タタキ(2条 )・ 内面ハケ(6～ 7条 祐

乳灰色

内面淡茶色

密

赤色酸化粒

良好 ・黒斑あり

鉢 底  径  2
子し径 05～ 125

わずかに突出する尖り底状の底部、焼成前
穿孔。
ナデ。

淡赤褐色

中核黒灰色
粗 良好

甕 底 径  24 突出しない平底。

外面タタキ(4条 )・ 内面ナデ。

暗赤褐色

内面灰褐色

やや粗 良好

簑 底 径  5 明確に突出す る平底。

外面タタキの痕跡 i内面ナデ。

暗赤褐色

中核黒灰色

やや粗 良好

24 中田遺跡

出土遺物観察表
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遺物春号
器 種 法量 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

簑 底 径  48 休部から突出する底部。
外面タタキ(2条 )。 内面ナデ。

淡茶色

内面灰黒色

やや粗 良

簑 底 径  62 体部から突出する底部。
外面タタキ(4条 )。 内面ナデ。

暗赤褐色 密 良好 煤付着

17 手焙形土器 丸みのあるΓく」の字形の口縁部、端部欠損

体部は半球形で下位に凸持を貼る。
日縁部・凸帯上下ヨコナデ、体部ハケ (10
条)後ナデ。

責茶色～

淡茶色
やや粗 良好 覆部あり

黒斑あり

広 日壷 口  径  158 外傾 した後外反す る日縁部、端部はつまみ

上げられ側面に波状文 を施す。

日縁部 ヨコナデ、外面板状工具によるナデ、

内面積ヘ ラ ミガキ、日頸部の接合痕顕者。

黄茶色～

茶褐色

中核黒灰色

やや粗 良好 黒斑あり

複合 日縁壺 「 く」の字形に外反す る日縁部、上段 の日縁

部は接合部か ら欠損、頸基部に凸帯 を貼る。

下段の回縁端・凸帯上下段にヘ ラによる刻 目。

ナデ 凸帯上下 ヨヨナデ。

茶褐色～

暗赤褐色

中核灰黒色

密

赤色酸化粒

良好

士宝 底 径  77 体部か ら突出する底部。

外面ヘ ラ ミガキ、内面ナデ。

茶褐色～

黄茶色
粗

花間岩粒

良

高  杯 口 径 25 鈍い稜を持って外反する長い口縁部、端部
丸みのある面を持つ。
口縁部ヨヨナデ、外面放射状ヘラミガキの

痕跡、内面乱方向ヘラミガキ。

茶褐色～

暗赤褐色

やや粗 良好

高  杯 口 径  25 鈍い稜 を持 って外反する日縁部、端部つ ま

み上げぎみに九 く終る。
日縁部 ヨコナデ、放射状ヘ ラ ミガキ。

淡赤褐色
中核灰黒色

やや粗 良好

高  杯 露 径 内湾ぎみに伸びる裾部、端部は器内を減 じ

て丸みのある面 を持つ。 1孔残存。
外面放射状ヘ ラ ミガキ、内面ハケ(7条 )、 端

部 ヨコナデ。

暗赤褐色 やや粗 良好

第 2調査区～第 5調査区 第 10層
遺物番号

調査区名
器 種 法量 (伽 ) 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

２４

　

　

３

甕 口 径  163 丸みのある「く」の字形の口縁部、端部は外
傾する面。
ヨコナデ。

黄褐色

中核灰褐色

やや粗

赤色酸化粒

良好

２５

　

　

５

甕 口 径  145 九 く屈曲 した後水平近 くに伸びる日縁部、

端部側面に凹線 を持つ。

ヨヨナデ。

黒褐色 粗 良好

２６

　

　

５

甕 口 径  196 外反ぎみに伸びる口縁部、端部は器肉を減
じて丸く終る。
ヨコナデ。

淡赤褐色

中核灰黒色

やや粗 良好

２７

　

　

　

５

広日壼 口 径  164 水平近くに開く日縁部、端部は下に肥厚し、
広い面を作る。側面には2条の凹線・竹管押
圧円形浮文(4個残存)を 貼る。
ヨコナデ。

明橙色～

赤褐色

中核灰黒色

やや粗 良 表面IJ離

閉
　
　
　
５

複合口縁壺 口 径  197 2段に外反する日縁部、端部は上方へつま
み上げ、側面は凹線状の窪みが一周する、屈
曲部にヘラによる刻目。
内面横ヘラミガキ後、ヨコナデ。

暗赤褐色～

責茶色
密 良好
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24 中国遺跡

絣

酪

物

査

遺

調
器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

２９

　

　

５

大型鉢 内湾ぎみに立ち上がる日縁部、端部は丸 く

終 り側面に凹線 を持つ。

外面ヘ ラミガキ・内面ナデ、日縁部 ヨコナ

|テ
い
。

淡赤褐色

中核灰黒色

やや粗 良好

３０

　

　

２

簑 底 径  42 突出する平底、外底面中央には窪み(径07
cm・ 深さ02m)を有する。
外面タタキの痕跡・内面ナデ。

赤褐色

内面灰黒色

やや粗 良好

31

(3)

簑 底 径  37 突出する平底、体部の張りは強し

外面タタキ(3条 )・ 内面ナデ。

赤褐色

内面灰黒色

やや粗 良好

３２

　

　

　

４

甕 底 径  41 突出しないドーナツ状の底部。
外面タタキ(3～ 4条 )・ 内面ナデ。

赤褐色

内面灰褐色

密 良好

３３

　

　

５

甕 底  径  22 体部からわずかに突出する平底。

外面タタキ(3条 )・ 内面ナデ。

灰褐色 やや粗 良 好

３４

　

　

５

甕 底 径  3 体部からあまり突出しない平底。
すデ。

淡赤褐色 密 良 表面予」離

３５

　

　

５

簑 瞭 径  5 体部か ら突出する上げ底、外底面の窪みは

深い(1 0Cm)。

外面 タタキ(3条 )・ 内面ナデ。

灰褐色 やや粗 良

３６

　

　

５

鉢 底 径  31 「ハ」の字形につまみ出される底部。端部は

未調整。

手づ くね成形。

淡赤褐色 密 良

３７

　

　

３

一霊 底 径  33 突出する平底。
外面ナデ、内面クモの巣状工具の圧痕。

黄茶色

内面灰黒色

やや粗 良好

３８

　

　

５

士霊 底 径  48 体部か ら突出する上げ底状、体部の張 りは

強い。

底側面指おさえ、外面ヘ ラ ミガキ、内面ナ

1声 。

茶褐色～

暗赤褐色

やや粗 良好 黒斑あり

３９

　

　

３

土  錘
さ
径

径
長
孔

太短い管状土錘。

一部主」離、紐ずれ痕あ り。

黄茶色 やや粗
チャート

良 好 ほば完形

４０
　
　
い

土  錘
さ
径

径
長
孔

管状土錘。
一部欠損、紐ずれ痕あり。

灰黒色～

黄茶色

やや粗 良好 ほtF完形

黒斑 ?

第 6調査区 第10層
遺物番号

器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

複合口縁壷 口 径  V9 外反す る日頸部に外傾す る日縁部、端部は

外につ まみ、ヘ ラによる刻 目を施す。

外面縦ヘ ラ ミガキ・内面横ヘ ラ ミガキ、日

縁部 ヨヨナデ。

暗赤褐色 やや粗

花商岩粒

良好 黒斑あ り

短頸こ 口 径  75
最大径 186
底 径  46
器 高 185

内湾 ぎみの口縁部、端部外面に 2条 の凹線

体部はソロバ ン形、底部は突出しない凹み底 (

巻 き上げ成形、口縁部 ヨコナデ、外面体部

縦ヘ ラ ミガキ、内面体部ユ どオサエ。

明橙色

内面乳灰色

やや粗 良好 2/3残存
黒斑あり
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遺物番号
器 種 法量 (Cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

高  杯 口 径 2415 鈍い稜を持って外反する口縁部、端部は九
みのある面となる。
放射状ヘラミガキ後日縁部ヨコナデ、屈曲
部外面横ヘラミガキ。

明橙色～

黄茶色

密 良好

高  杯 日 径  245 鈍い稜 を持 って外傾す る口縁部、端部は外
へつ まみ水平な面 となる。
ヨコナデ。

茶褐色 やや粗 良好

高 杯 口 径 1485 浅めの杯底部か ら稜 を持 って直立 した後直
線的に伸びる日縁部、柱状部は中実。

外面口縁部 ヨコナデ・柱状部維ヘラミガキ

内面杯底部一方向・回縁部横方向ヘ ラミガキ

茶褐色～

暗赤褐色

粗 良好 煤付着

高 杯 浅い半球形の杯底部、日縁部の接合部か ら

欠損。

放射状ヘ ラ ミガキ。

灰緑色～

茶褐色

やや粗 良好

高 杯 裾 径 外反ぎみに開 く裾部、端部は下につまみ面

を持つ。 1孔残存。
外面放射状ヘ ラ ミガキ、内面ハケ(4条 )。

暗赤褐色～

乳褐色

内面灰褐色

中核灰色

留 良 好 煤付着

高 杯 裾 径 119 外反 ざみに開 く裾部、端部は器肉を減 じて

丸 く終る、内面にヘ ラ描 き記号文。
ヨコナデ。

黒灰色ヽ

明橙色

やや粗 良 表皮制離

高 4/N 裾 径 17 内湾ぎみに開 く裾部、端部は丸みのある面 I

ヘラ ミガキ、端部 ヨコナデ。

乳褐色

中核淡紅色

密 良好

大 型鉢 口 径  322 内湾して立ち上がる日縁部、端部丸く終る
ヨ コナ デ 。

‖I赤褐色 良好

大型鉢 口 径  329 直線 的に伸 び る日縁部 、端部 は器 肉を鼎 し

て丸みのある画 を持つ。
ヨコナデ。

茶褐色 良好

小型鉢 径

径

高

口

底

器

開いた後内湾して立つ ,々い 口繊部、体部は
深い逆円錘形、底部は突出する平底。
2段階の分割成形、外面タタキ(2～ 3条 )。

淡橙色～

黒灰色

良 2/3残存
黒斑あり

53 甕 ロ Cと  13 75 九みのある「く」の字形の日縁部、prm部は九
みのある面。
ヨコナデ。

淡橙色～

赤褐色

やや4t 良好 煤付着

簑 口 径 15 ] 「 く」の字形に屈曲 した後水平近 くに開 く回

縁部、端部凹線状の凹み、体部の張 りは弱い

口縁部 ヨコナデ、体部外面 タタキ(3条 )。 内

面ナデ。

淡赤掲色～

淡灰褐色

密 良好 黒斑あり

甕 口 径  148
最大径  169

丸 く屈曲す る日縁部 、端部は九みのある面

を持つ、体部の張 りは弱い。

巻 き上げ成形、日縁部 ヨコナデ、体部外面
タタキ(2条 )。 内面ナデ。

黄茶色～

淡赤褐色

内面灰黄色

密
チャート

良好 2/3残存
煤付着

蓑 口 径  167 外反ぎみに大 きく開 く口縁部、端部は面を

持つ。
ヨコナデ。

茶褐色

内面緑灰色

粗 良好 黒班あり

嚢 口  径  172 外反 した後外に稜 を持 って立ち上がる日縁

部、側面には凹線状の凹みが一周する。
ヨコナデ。

茶褐色～

赤掲色

やや粗 良好
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24 中国遺跡

遺物番号
器 種 法量 (cm) 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

簑 最大径 228 倒卵形の体部p
3段階の分割成形、外面タタキ(3条 )後肩
部に散発的なハケ(8条 )・ 内面横ハケ(6条光

茶褐色

内面黄茶色

粗
チャート

良好 体部1/4残

存
媒付着

甕 底 径  28 体部か ら突出す る平底。

外面 タタキ・内面 クモの巣状のナデ。

赤褐色

内面黒灰色

やや粗 良好

甕 底 径  38 体部か ら突出する。

外面タタキ・内面ナデ。

赤褐色～

明橙色

内面灰色

やや粗 良好

簑 底 径  44 体部か ら突出する平底。

外面縦ハケ (8条 )。

黒灰色～

暗褐色

粗 良

甕 底 径  48 体部か らわずかに突出する上げ底状。

外面 タタキ ?・ 内面ユ ビナデ。

暗責褐色 密 良 煤付着

委 底 径  36 体都か ら突出す る上げ底。

外面タタキ (4条 )・ 底部周縁ユ ビオサエ、
内面ナデ。

暗赤褐色

内面灰色

やや粗 良好

鉢 底  径  42 高台状につ まみ出される底部。

外面ナデ・底部周縁ユ ビオサエ、内面 クモ

の巣状ハケ(10条 )。

乳褐色

中核灰黒色

密

赤色酸化*i

良好

鎌 底 径  22 体部か ら突出 しない凹み底。

外面ヘ ラナデ・内面ナデ。

乳褐色

中核灰黒色
密

赤色酸化粒

良

井戸

遺物番号
器 種 法量 (Cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 偏 考

甕 口 径 158
最大径 1795
底 径  46
器 高 202

内湾ぎみの日縁都、端部九 く終る、体部は

中位で張る、底部は突出する ドーナツ状。

4段階の分割成形、日縁部 ヨコナデ、体部
外面左傾 タタキ(4条 )・ 内面ユ ビナデ・ナデ。

茶褐色～

赤褐色

中核黒灰色

密

赤色酸化粒

良好 ほIF完形

媒付着

67 甕 口 径 1755
最大径 2195
底 径  45
器 高 241

九みのある「 く」の字形の日縁部 、端部九み

のある面、体部倒卵形、底部突出する平底。

3段階分割成形、日縁部 ヨコナデ、外面体
部 タタキ(3条 )、 外面頸都・内面ハケ (7-10条 )。

黄褐色～

淡赤褐色

やや粗 良好 ほぼ完形

媒付着

簑 日 径  14_1
最大径 1595
底 径 3_85
器 高 17

外反す る日縁部、端部は九みのある面、体

部は倒卵形、底部は突出す る上げ底状。

3段階分割成形、日縁部 ヨコナデ、体部外
面タタキ (3条 )・ 内面ハケ (5～6条 )。

責茶色～

灰黒色

やや粗 良好 ほぼ完形

蝶付着

69 甕 口 径 14
最大径 16

外反ぎみの口縁部、端部はつ まみ上げ面 を

持つ。体部は倒卵形。

3段階分割成形、タタキ出し口縁、日縁部 ヨ
ヨナえ 外面 タタキ(2条 )。 内面ハケ(4～ 6条 )。

貨茶色～

灰褐色

粗 良好 1/3残存
媒付着

簑 口 径  16 「くコの字形に外反する口縁部、端部は外傾

する面を持つ。体部の張りは強い。
タタキ出し口縁、日縁部ヨヨナデ、外面タ

タキ(2条 )。 内面ハケ(7条光

明橙色 やや粗 良好 蝶付着

甕 口 径 直線的に伸びる日縁部、端部は九みのある

面を持つ。
ヨコナデ。

暗灰褐色 やや粗 良好
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遺物番号
器 種 法量 (cm) 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

姿
口 径  142 「く」の字形に外反する日縁部、端著Ⅲよ器肉

を減じ、つまみ上げぎみとなる。
口縁部ヨコナデ、外面タタキ(2条 )、 内面
ナデ。

淡赤褐色 やや粗 良 好

蓑
口 径  168 外反する日縁部、端部は外傾する面を持つ

ヨヨナデ。

暗赤褐色 密 良 好 蝶付着

甕
口径径  176 「 く」の字形に外反する日縁部、端部は九み

のある面 とな り、ヘ ラによる刻 目を持つ。
日縁部 ヨコナデ、外面タタキ (3条 光

貢褐 色 やや粗 良好

甕
口 径  157 外反 ぎみに立つ受 口状 日縁部、端部は外ヘ

つまみ出される。
ヨコナデ。

暗赤褐色 密 良好 媒付着

簑
口 径 1735 「 く」の字形に外反する日縁部、端部は立ち

上がった後外へつまむ。
ヨコナデ。

緑灰褐色 ややl■ 良好 煤付着

褒
口 径  192 外反ぎみに伸びた後内湾する口縁部、端部

はわずかにつまみ上げられる。
ヨコナデ。

淡茶褐色 密
雲母

良好 煤付着

突
口 径  224 内湾ぎみに開 く口縁部、端部は器肉を減 じ

て尖 りぎみに終る。
ヨコナデ。

淡赤褐色
中核灰黒色

咎

赤色駿化村

良好 媒付着

甕
口 径  136 直47r的に開く口縁部、y‐I部は尖りぎみに丸

く終る。
ヨコナデ。

暗灰褐色

内画黒灰色

やや41 良好

要
口 径  144 丸く外反する日縁部、端部は尖りぎみに丸

く終る。
タタキ出し口縁、ココナデ。

淡灰褐色

中核灰黒色

良

甕
最大径 1465
底 径  48

球形の体部 、底部は突出する平底。
2段階分害1成形、外面 ,外底商タタキ(3条 )
内面ハケ (6条 光

暗赤褐色～

茶褐色

内面黒灰色

やや対[ 良好 体部2/3残

黒斑あり

82 簑
底 径 425 体部から突出する上げ陰。

外面タタキ(4条 )・ 内面ハケ(10条 祐
黄褐色

内面黒灰色

密 良 好

甕
底 径  35 体部から突出する上げ底。

外面タタキ(3条 )。 内両ハケ(10条 光

暗赤褐色

内面黒灰色

密 良 好 蝶付着

甕
底 径  44 体部か らわずかに突出す る平底。

底面に木葉痕 、外面 タタキ (3条 )・ 内面ハ

ケ (10条 )。

灰黒色

内面責茶色

やや粗 良 好

鉢
底 径 32
lM垂 08～ 12

体部か らわずかに突出す る尖 りぎみの平底

底面に焼成前の穿孔。

外面 タタキ (2条 )・ 内面ハケ (7条 光

黄褐色 やや粗
チャート

良好

86 鉢
底  径  18 体部か ら突出しない小さな平底。

外面底都周縁にヘ ラケズリ(下→上 )・ ヘ ラ

ナデ、内面ハケ (8条 )。

赤褐色4
黒灰色

やや粗 良好 黒斑あ り
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遺物番号
器 種 法量 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

87 大型鉢 口 径  287 内湾ぎみに立つ口縁部 、端音Ⅲよ丸 く終 り、

外に凹線状の凹みが一周す る。注目を有する。

体部に横方向のヘ ラケズリ後ヘ ラケズ リ、

日縁部 ヨコナデ。

黄褐色～

淡赤褐色

やや粗 良好 注目あ り

88 短頸壺 径 14 2 「く」の字形に丸く屈曲する口縁部、端部は

九く終る。
日縁部ヨコナデ、肩部指おさえナデ。

明橙色

内面体部

灰黒色

やや粗 良好

広 口壺 口 径 17 水平近 くに大 きく開 く口縁部、端部は下に

拡張 し、波状文 を施す。
ヨコナデ。

黄褐色 やや粗 良好

高 杯 口 径  183 鈍い稜を持った後外反ぎみに開く口縁部、
端部は外傾する面を持つ。
外面口縁部ヨヨナデ・杯部ハケ(8～ 9条 )、
内面口縁部・体部放射状ヘラミガキ。

茶褐色～

暗赤褐色

やや粗

花蘭岩粒
良好 黒斑あり

高 杯 中空の柱状部、 3孔を有する。
杯部の接合は円板充装 、外面ヘ ラ ミガキ、

内面杯部ナデ・柱状部 しIFり 目・ヘ ラナデ。

黄褐色

杯底部

灰黒色

密 良好

高  杯 裾  径  136 外反 ぎみに開 く裾部、端部は丸みのある面

を持つ。

外面放射状ヘ ラ ミガキ、内面ハケ (7条 )。

茶褐色 密 良好

敲石 ? 幅    48
長  さ 119
厚  さ  38

長卵形の川原石、一部欠損、敲打痕 ?擦 り

痕、両端にあ り。

祗  石 幅

長

厚

扁平な砂岩を破砕して使用、使用面は1面
のみ、周囲は使用中・使用後に欠損か、使用

面に赤色顔料付着。

落ち込み

遺物番号
器 種 法量 (Cm) 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 詞 胎 土 焼成 備 考

最大径 132
底 径  55

球形の体部 、底部は突出せずお しつぶされ

たような平底。

3段階分割成形 (接合部での欠損 )、 外面全
体乱方向のハケ (5～ 8条 )・ 内面ユ ビナデ。

茶褐色 やや粗 良好 体部下半残

黒斑あ り

煤付着

第10層

遺物番号
器 種 法量 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

長敗壷 口  径  11 外傾す る日頸部、端部は器肉を減 して九 く

終る。外面にヘ ラ描 き記号文。

端部 ヨコナデ、外面縦ヘ ラ ミガキ、内面横
ハケ (4条 )。

明橙色 やや粗

花商岩粒、

赤色酸化粒

良好 黒斑あり

広口三 径 17 5 直線的に開 く口縁部、端著Ыよ下へ拡張 して

面 を作る。下端にヘ ラによる刻み 目。

ヨコナデ。

淡橙色 やや粗 良好

広口壺 口 径  238 外反ぎみに開く口縁部、端部は下へ拡張し
て面を作る。側面に波状文(半裁竹管使用か)。
ヨコナデ。

淡赤褐色～

明橙色

やや粗 良 黒斑あり

手賠 り形

土 器
ロ 径 13 1 体部か ら内湾 して立つ 日縁部。外面体部に

ヘラ描 き斜格子文。

外面 ヨコナデ、内面 口縁部 ヨコナデ・体部
ハケ (8条 光

淡桂色 やや粗 良好
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遺物番号
器 種 法量 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

底 径  42 体部か ら突出する低い平底。

外底面に木葉痕、内面 クモの巣状の工具痕

淡橙色～

責芥色

やや粗 良好

士空 底 径  42 体部か ら突出する平底。

外底面に木葉痕 ? 外面ハケ・ヘ ラ ミガキ
の痕駆ぅ 内面 クモの巣状の工具痕。

黒褐色

内面灰褐色

密 良好

麻 径 46 体部か ら突出する平底。

外面に工具痕・外底面に木葉痕・内面 クモ

の巣状の工具痕。

黒灰色～

黒褐色

内面黄茶色

密 良好 黒斑 ?

蝶付着

底 径  48 体部か ら突出する上げ底。

円板充填・外面体部ハケ (5条 )・ 外底面へ

ラケズリ 。内面体部 クモの巣状のハケ (5～ 6

条 )。

黄橙色～

淡赤褐色

やや粗
チャート

良好 体部の破片
あり

器  台 筒形の体部か らゆるやかに開 く裾部、 1子 L

残存。

外面柱状部ヘ ラ ミガキ・裾部ハケ (9条 )、
内面柱状部ハケ (10～ 11条 )。

暗赤褐色

裾部内面

灰黒色

やや粗 良 好

高 杯 裾 径 121 中実の柱状部、裾部は直線的に大 きく開 く|

杯底部は深 く凹む。 3孔を有する。
外面放射状ヘ ラミガキ、端都 ヨコナデ、杯

底部ヘ ラ ミガキの痕跡。

暗赤褐色～

責褐色

杯底部

黒灰色

やや粗 良好 脚部完形

高  杯 裾  径 外反 して開 く裾部、端部はつまみ上げて面

を作る。 1孔残存。
外面ヘ ラ ミガキの痕跡。

黄茶色～

淡橙色

密 良好

107 高 杯 裾 径 22 内湾ぎみの裾部、端部は下へ尖 りぎみに終

る。

外面ハケの痕跡。

灰責色～

黒色

密 良好 黒斑 ?

土  錘 径    26
長  さ 575
孔 径 125

管状土錘、孔は袴円形。
紐ずれ痕あり、ヘラによる面取りで六角形

を呈する。

淡赤褐色 粗

花商岩粒

良好 完形

土  錘
さ
径

径
長
孔

管状土錘、孔は中心からずれる。
紐ずれ痕あり。

灰黄色 やや粗 良好 完形

砥  石 幅

長

厚

扁平な粘板岩 を使用、使用面は一面。

甕 径

径

径

高

大

国

最

底

器

外へ開 く短い口縁部、端苦Ⅲよ拡張 し側面に

凹線を持つ。体苫Ыよ倒卵形、突出しない平底。

日縁部 ヨコナデ、外面体部全体ハケ(3条 )・

内面ヘ ラケズリ(下→上 )後ナデ。

責灰色～

淡橙色

やや粗

チャー ト

石英

良好 煤付着

甕 日 径 154 九みのある「 く」の字形に屈曲す る口縁部、

端部は面 を持つ。

口縁都 ヨコナデ、体部外面維ハケ (15～ 18

条 )、 内面ヘ ラケズリか。

茶褐色 密

雲母

良好 煤付着

甕 回 径 1785 内湾する口縁部、端部はつまみ上げ ぎみに

な り九みのある面を持つ。

日縁部 ヨコナデ、体部外面維ハケ (6条 )・
内面ナデ。

茶褐色～

赤褐色

密
雲母

良好

簑 口 径  141
最大径 148

「 く」の字形に直線的に伸びる口縁部、端部

は器肉を減 じて尖 りぎみに終る。

日縁部 ヨコナデ、体部外面 タタキ (2条 )・
内面ナデ。

明橙色～

黄茶色
密 良
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遺物番号
器 種 法量 (Cm) 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

甕 日 径 15
最大径 171
底 径  44
器 高 192

外反 ぎみの口縁部、端部はつ まみ上げぎみ、

体部は倒卵形、底部は突出する上げ底状。

3段階分割成形、日縁部 ヨコナデ、体部外
面タタキ(2条 )・ 内面ナデ。

黄褐色～

暗赤褐色

密
雲母

良好 ほば完形

黒斑あ り

甕 径

径大

口

最

「く」の字形の口縁部、端部は突りぎみに九
く終る。体部は球形 ?

巻き上げ成形、日縁部ヨコナデ、体部外面
タタキ(2条 )・ 内面祉横のハケ(13～ 15条 光

淡橙色ヽ

灰茶色

やや粗

赤色酸化粒

良好 ほIF完形
黒斑あり

媒付着

甕 口 径 1485
最大径  179

外傾 した後 2段に屈曲する口縁部、端都は

丸 く終る。最大径はやや下にある。

日縁部 ヨヨナデ、体部外面 タタキ(2条 )後
腹部に縦ハケ(7条 )・ 内面ヘ ラケズリ(下→上 )。

茶褐色

内面灰色

粗

花商岩粒

角閃石

良好 2/3残

煤付着

甕 日 径 1425 外反する日縁部、端都は尖りぎみに終る。
日縁部ヨコナデ、体都外面タタキ(2条 )。

暗赤褐色～

淡橙色。

やや粗 良好

小型鉢 口 径 885
底 径  21
器 高  48

逆円錘形、直日の擬 口縁、端部未調整、底

部は著 しく突出する平底。

手づ くね成形 ? 外面ナデ、内面 クモの巣
状ハケ (9～ 12条 )。

茶掲色

内面黒灰色

密 良好 1/3残

小型鉢 径
径
高

口
底
器

逆円錘形、直 日の擬 日縁、端部未調整、底

部は突出 しない凹み底。

巻 き上げ成形 ? ナデ、内面底部にクモの
巣状ハケ (5～ 6条 )。

茶褐色～

淡橙色

中核灰黒色

やや粗

赤色酸化粒

石英 ・長石

良好 1/3残

鉢
１

　

　

１

　

一

径
径
高

α

口
底
器
確

逆円錘形、直日の擬 日縁、端部は外へつま

まれる、突出平底に内外か ら焼成前の穿孔。
日縁部 ヨコナデ、体部ナデ。

緑灰褐色

内面茶褐色

粗

花商岩粒

角閃石

良好 2/3残

簑 底 径  4 突出するドーナツ状の底部、底面の凹みは
ごくわずか。
外面タタキ(4条 )。 内面ハケ(12条 光

灰黄茶色 密 良好

甕 底 径  49 突出す る平底。

外面 タタキ(2条 )・ 底側面ハケ状工具 で面
取 り ?内面ナデ。

暗赤褐色 やや粗 良好 煤付着

甕 底  径  42 突出する低い平底。
外面タタキ(4条 )、 内面ナデ。

明橙色～

黄奏色

やや粗 良好

甕 底 径  48 突出する平底。
外面タタキの痕跡、底側面・内面ナデ。

暗赤褐色 やや粗 良好

甕 底 径  34 突出しない平底、底面中央にわずかな凹み

内面ナデ。

暗赤褐色 やや粗 良好 煤付着

127 甕 底  径  35 突出しない平底。
外面タタキ(3条 )、 内面ナデ。

黒灰色～

黒褐色

やや粗 良好

甕 底 径  52 突出ぎみの平底。

外面タタキ(3条 )、 内面ナデ ?
暗赤褐色

内面黒灰色

やや粗 良好

鉢 径
径
底
孔

42
08
突出ぎみの上げ底、底面に焼成前の子し。
外面ナデ、内面ハケ(6条 拓

黄茶色

中核黒灰色

やや粗 良好 黒斑あ り
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第 6調査区金景(西から)

同上遺物出土状況(南から)



24 中田遺跡

114ゞ |

第 5調査区溝検出状況(東から)

第 7調査区井戸検出状況(北から)
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第 5調査区溝 2出上遺物
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第 5調査区溝 2・ 第 10層、第 6調査区第 10層 出土遺物
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●
第 6調査区第 10層、第 7調査区落ち込み 。井戸 。第 10層 出土遺物
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調査区井戸出土遺物
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121

第 7調査 区第 10層 出土遺物
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III    :

(1)入尾市立歴史民俗資料館の管理

1.沿草概要

開 館 日 昭和62年■月8日

沿  革 昭和59年 1月 仮称歴史民俗資料館建設構想委員会設置

昭和61年 7月 工事着工

昭和62年 3月 工事竣工

2.施説慨要

敷地面積 1752.02m2

延床面積 ■92.50m2

構  造 鉄筋コンクリー ト2階建

主施設面積

業務

午前 9時～午後 4時30分 (入館は 4時まで)

毎週月曜日の午後・火曜日及び祝日の翌日・年末年始

大入200円 。高大学生100円 。小人50円 (団体20人以上半額)

Ｏ
υ 開館時間等

開館時間

休 館 日

観 覧 料

室 内 1階 面 積 (m2) 室 名 2階 面 積 (m2)

展  示  室 202.500 研  究  室 119。 918

収  蔵  庫 181.714 写 場 34.850

作  業  室 93.735 図書室及資料室 78.840

く ん 蒸 室 9.500 特 別 収 蔵 庫 40.000

管  理  室 37.196 ロービー。その他 130.392

ホ  ー  ル 86.840

そ の  他 178.017
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4.公開展示

●開館記念展 テーマ『入尾の歴史と文化財』

期間 昭和62年■月8日から昭和62年 12月 26日 まで
1.「入尾のあけぼの」

2.「原大和川流域の開拓」

3。 「古代豪族の活躍」

4。 「大陸文化の門戸 八尾」
5。 「戦乱の地 八尾」

6。 「寺内町の形成とキリシタン」

7。 「大和川の付け替え」

8。 「文明開化と入尾」の8つのテーマを設定し、「考古資料」「美術工芸資料」「古

文書資料」「民俗資料」などを展示した以後、一部展示春えを行い常設展とし

ている。

5.利用状況

開 館  日 数
11月 12月 1月 2月 3月 合計

有

料

観

覧

者

数

個

　

人

大人 884 236 1772

学生 53 9 ａ
フ

小 人 275 136 98

計 1212 384 276 419 2612

団

　

体

大 人 628 0 224 957

学生 0 0

珂ヽ人 0 6 0
（
υ

計 707 92 0 57 1080

小計 1919 476 378 643 3692

減
免
関
係

招
待

・

大人 158 76 147 607

学生 0 0 0 0

刑ヽ人 233 528 87 350 1589

小計 383 盗
υ

盗
υ 497 2196

計総 合 2302 1025 541 1140 5888
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6. 普及活動

(刊 行 物)

(文化財講座)

図録「八尾の歴史と文化財」

古文書入門講座 4回 受講者32名

第 1日  2月 21日 「異体字・俗字を読む」

第2日  2月 28日「    〃   」

第3日  3月 6日「村方文書 を読む」

第4日  3月 13日 「    〃   」

環山楼の公開

① 週 2回 (水・土)の公開

延  べ 106日公開

入 場 者 延べ 1329人 (1日平均12.5人 )

② 催物のための公開
イ.八尾まつ りに協賛しての公開

日  時 昭和62年 9月 13日 (日)

午前 9時30分～午後 4時

入場者数 266人

③ その他要請に応じての公開

イ。「障害者のための史跡めぐり」

主 催 者 高井田障害者センター

日  時 昭和62年 7月 12日 (日)

口。「上海市友好代表団茶席接待」

主 催 者 八尾市

日  時 昭和62年 9月 13日 (日)

ハ。「史跡めぐり」

主 催 者 柏原ふるさとと親しむ会

日  時 昭和63年 3月 13日 (日 )

●)建造物の調査

① 富士紡績仰八尾工場建造物調査

近畿大学理工学部建築史研究室に委託して富士紡績帥八尾工場の調査を行い、報

告書を作成した。
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Ⅳ 啓発普及事業

(1)出版物の刊行及び頒布

① 働八尾市文化財調査研究会報告13 萱振・老原。東郷遺跡発掘調査概要
② 餓八尾市文化財調査研究会報告14 昭和61年度事業概要報告
③ 帥入尾市文化財調査研究会報告15 小阪合遺跡発掘調査概要Ⅳ
④ 旧帝国製糸入尾工場の明治建築
(動 文化財講座の開催

① 「古代からのメッセージ1-最近の発掘調査成果から一」
日  時 昭和62年 9月 19日 tD 午後 1時30分～ 3時

場  所 山本労働会館

講  師 東大阪市教育委員会 原田 修氏

② 「古代からのメッセージ2-最近の発掘調査成果から一」
日  時 昭和62年 9月 26日 CD 午後 1時30分～ 3時

場  所 山本労働会館

講  師 餓大阪文化財センター 赤木克視氏

③ 「古代からのメッセージ3-最近の発掘調査成果から一」
日  時 昭和62年 10月 3日 tD 午後 1時30分～3時
場  所 山本労働会館

講  師 柏原歴史資料館長 竹下 賢氏

(動 チビッコ文化財夏期学級の開催

日  時 昭和62年 8月 8日 tD 9日 (日)午前10時～12時30分

場  所 曙川コミュニティセンター

内  容 火おこし道具作りと火おこし体験

参 加 者 13組 (親子で参加 )

は)出土遺物等の展示

テ ー マ 「八尾を掘る」―市内で発掘された文化財―

期  間 昭和62年 9月 30日 (水)～ 10月 12日 (月 ) 午前10時～午後 6時

場  所 市民サービスコーナー

展示内容 昭和61年度に調査を行った市内遺跡 (小阪合・矢作・八尾南・萱振遺跡)
の紹介と出土品の展示及び発掘調査 。内業整理作業工程についてのパネ

ル展示

- 146-



入場者数 延べ969人

入尾南遺跡現場公開

日  時 昭和62年12月 18日 019日 ① 午前10時～午後 4時

見 学 者 136人 (市内106名・市外30名 )

上器づくり講習会

市立桂小学校の依頼を受け、土器づ くりの講習を行う。

日  時 昭和62年 6月 6日①・13日 tD・ 23日側

対  象 6年生 71名 教諭 6名

(4)

Vそ の 他

(1)「第 5回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会」の協賛

主  催 働大阪文化財センター

日  時 昭和62年 10月 3日 tD 4日働

場  所 府立労働センター

(動 「第11回近畿旧石器交流会」に参加

主  催 近畿旧石器交流会

日  時 昭和62年■月28日①29日 lEI)

場  所 藤井寺市立市民総合会館

内  容 入尾南遺跡出土 (昭和59年度調査)の石器についての概要報告と出土品の展示

「大阪府の古鏡展」に出品

主  催 大阪府教育委員会

同  時 昭和62年 12月 8日 ∞～昭和63年 3月 27日 (日 )

場  所 府立泉北考古資料館

出  品 入尾南遺跡出上の小型傍製鏡

奈良国立文化財研究所主催の研修会に参加

「埋蔵文化財発掘技術者特別研修・報告書作成課程」

日  時 昭和62年 6月 24日 lkl～ 6月 26日④
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Ⅵ 受贈図書一覧

北 海 道
上ノ国町教委員会

群 馬
山武考古学研究所

千 葉
山武考古学研究所

(四千葉県文化財センター

(卸君津郡市文化財センター

木更津市教育委員会

埼 玉
早稲田大学

神 奈 川
神奈川県教育委員会

神奈川県立埋蔵文化財センター

史肋上之国勝山館肋調査概報Ⅷ

新村 4追跡

大岱沢A遺跡

上ノ国漁港遺跡調査概報

中島遺跡

前山遺跡

谷津坂遺跡発掘調査報告書

山武町聖人塚

山武考古学研究所年報N04
下ltN敷追跡/_t掘調査報告書

毛尻追跡/At掘調査報″f書

大井束山追跡 。人井大畑遺跡  級》コ11手賀沼Ⅲ∫川浄化に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書

千葉市小中台遺跡 千葉部市I計画道ど43・ 4・ 43号磯辺茂呂線建設に伴う
埋蔵文化財/■t掘調査報告書 2

境遺跡

真里谷城跡

をI谷 上・野問木戸古墳

塚原追跡

下中郷塚

品子台道跡

本名輪遺跡

束郷台追跡 (川原寺廃寺)

富津火力線用地内IRl蔵 文化財発掘調査報告書

上総線用地内埋蔵文化財発掘調査JH査報告書

中六造跡

二箇遺跡群Ⅱ

年報N03
年報N。 .4

請西遺跡辞発掘調査報告書

早稲田大学本庄校地埋蔵文化財発掘調査概報 l

同上 2

神奈川県埋蔵文化財調査報告29

宮久保遺跡 I 神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告15
日向南新田遺跡 同上16
泥牛庵脇やぐら群

一つ山追跡

神奈川県立埋蔵文化財セツター年報 6
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山 梨
(珈山梨文化財研究所

静 岡
帥静岡県埋蔵文化財調査研究所

湖西市教育委員会

愛 知
9t愛知県lT蔵文化財センター

愛知県教育委よヽ会

一ゼf市博物館

石 川
金沢市教育委lヽ会

石川県埋蔵文化財センター

福 井
福井県教育庁埋蔵文化財調査セ

武生市教育委:甘会

普門寺遺跡 県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書
義清神社内遺跡 付 。昭和町の埋蔵文化財分布調査報告
山梨文化財研究所報 第 1号
同上 第 2号
同上 第 3号

研究紀要 I

長谷元屋敷追跡発掘調査報告書

33kv富士電化鷲津線一部増強工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

西笠子第64号窯跡追跡発掘調査報告書

年報 昭和61年度
愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第 1集 石堂野遺跡
同上 第 2集 土田遺跡
埋蔵文化財愛知 第 9号
同上 第10号
同上 第11号
同上 第12号
愛知県埋蔵文化財情穀 2

-宙市博物館だより

金沢市矢木ジワリ遺跡・ヒガシウラ遺跡 金沢市文化財紀要66号
金沢市押野西追跡 同上67号
金沢市千木ヤンキダ遺跡 同上68号
昭和61年 度金沢市埋蔵文化財調査年報 同上69号
半正寺遺跡

石川県立埋蔵文化財センター所報 第22号
同上第23号

同上第24号

同二年報第 7号

金沢市笠舞A遺跡 (Ⅲ )

宿向山追跡

宿束山遺PIB

米光高福寺遺跡

吉竹遺跡

小松市中海追跡

敷地鉄橋追跡

永町ガマノマガリ遺跡

加賀市篠原遺防

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター年報 1

養若山遺肋群 I 武生市文化財調査報告Ⅲ
王子保窯跡群 同上Ⅳ
小丸城跡 同上V
新町遺跡 同上Ⅵ
武生市杉町遺跡の採集遺物について 「福井考古学会会報第18号」抜刷
高森遺跡発掘調査概報I 武生市埋蔵文化財調査報告 I
高森追跡 I 同上Ⅱ
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滋 賀
滋賀県埋蔵文化財センター

八日市市教育委員会

京 都
1財京都府埋蔵文化財調査研究センター

(財京都市埋蔵文化財研究所

(財1長岡求市埋蔵文化財センター

綾肖;市教育委lH会

長IH求市教育委:H会

大山崎町教育委去ヽ会

大阪大学文学H`国史研究室

精華町教育委員会

求m;大学文学コ
`博
物館

立命館大学

大 阪
大阪府教育委歩H会

滋賀埋文ニュース第88号

同上 第90号
同上 第91号
同上 第92号
同上 第93号
同上 第94号
同上 第95号
同上 第96号
埋蔵文化財発掘調査報告書

八日市市文化財マッブ

京都府埋蔵文化財情報第22号

太田追跡 京都府遺跡調査報告書第 6冊
京都府埋蔵文化財情報第23号

京都府埋蔵文化財論集第 1集

求都府遺PII調査概報第13冊

同上20冊

同上21冊

求都府追跡調査概報22冊

賛初四年鏡と芝ケ原古墳 鏡と古墳
京都府道跡調査概報15冊

同上23冊

同上24冊

同上25冊

京都府埋蔵文化財情報第24号

第 6阿小さな展覧会

京都府遺跡調査報告書第31B

同上 第 7冊
水獅;府埋蔵文化財情報第25号

京都府遺r/1調査報告書第 8冊

京都府遺跡調査概報第26冊

京都府埋蔵文化財情報第26号

昭和59年度木都市埋蔵文化財調査概要

長岡京市埋蔵文化財センター年報昭和60年度

同上59年度

綾部市文化財調査報告第12集

同上第13集

同 i第 14集

長岡万ギ市文化財ヨ1査報告書第171B

同■18冊

鳥居前古墳 大山崎町埋蔵文化財調査報告書第 6集
鳥居前古墳

(仮称)精華ニュータウン予定地内遺跡/_t批調査報告書

京都大学文学コ
`博
物館図録

立命館大学文学削
`学
芸員i米程研究報告第 1冊 鴫谷束 1号墳第 1次発掘調

査概報

大塚西遺跡発掘調査概要

大津道遺跡発掘調査概要―松原市i苛新町所在―
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帥大阪府埋蔵文化財協会

(珈大阪文化財センター

豊中市教育委員会

欧田市教育委員会

茨木市教育委員会

高槻市教育委員会

帥枚方市文化財研究調査会

寝魅川市教育委員会

大束市北新町遺跡調査会

東大阪市教育委員会

帥東大阪市文化財協会

八
'こ

市教育委員会

人lt市

大阪経済法科大学花岡山遺跡学術調査lll

大阪市教育委巣会

(朗大阪市文化財協会

―- 151 -

河西西部地区農地開発事業に伴う寛弘寺遺跡発掘調査概要Ⅵ

脇浜遺跡

昭和61年度発掘調査成果展―泉州の追跡―

阪南丘陵埋蔵文化財試掘調査報告書

第 5回近畿地方埋蔵文化財研究会資料

豊中市埋蔵文化財発掘調査概要1986年度版

摂津豊中大塚古墳 (2冊 )

とよなか探訪―ぶらり史跡たずねて一

野畑遺跡

昭和61年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報

吹田市文化財ニュースN0 8

昭和61年度発掘調査概報 I

同上 Ⅱ
高概城三ノ丸FII発掘調査概要報告書

嶋■郡衝FII発掘調査概要H
枚方市文化財年報Ⅶ

枚方歴史ガイドトレイルマ /ブ

高宮八丁追跡―寝座川郵便局庁舎建設に伴う発掘調査概要報告書―

大束市北新町遺FjI第 1次発掘調査l.u要 報告書 (府営四条畷住宅建誉にとも

なう埋蔵文化財発掘調査)

縄手違跡 。若江追跡の調査―昭和61年度東大阪市埋蔵文化財宅蔵地調査概

要28

鬼虎川の木Pt遺物―第 7次第 4冊―

協会ニュースVo1 3 N0 1

同■No.2

協会ニュースVOl l、 2N02
久宝寺遺跡

発掘20年のあゆみ

協会ニュースVOl.2No 3

同■No 4

者江追跡第25次発掘調査報告

西のと1遺跡第 1次発掘調査概要

鬼虎川遺跡第12次発掘調査報告

八尾の石仏 八尾の石造美術シリーズ 1
人尾市文化財糸E要 2

束郷造跡第21次埋蔵文化財発掘調査概要 八尾市文化財調査報告13
八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 I 同上14
同上Ⅱ 同■15
八尾百黄

花岡山遺跡Ⅱ―第 2次調査終了報告―

大阪市文化財地図昭和61年度

昭和58年 度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

昭和59年度同上

昭和60年度同上

史跡 難波宮跡
大FTk市文化財年報 創刊号
章火 7号

同■ 8号

同上 9号



松原市教育委員会

美原町

河内長野市教育委員会

堺市博物館

7・N佐野市教育委員会

阪南町教育委員会

泉商市教育委員会

大阪府公文書館

大阪府立泉北考古資料館

奈 良
奈良国立文化財研究所

奈良市教育委員会

大和郡山市教育委員会

天理市教育委員会

平群町教育委員会

兵 庫
尼崎市立地域研究史料館

尼崎市立文化財1又蔵庫

二田市教育委員会

宝塚市教育委員会

章火10号

同上H号

同上12号

松原市遺跡発掘調査概要 昭和61年度
美原町史第二巻 (史料編II)

河内長野市埋蔵文化財調査報告書 I

川土地区の民話

館報Ⅵ

特別展 漁具の考古学―さかなをとる一
l」波羅密寺-86-4区の調査―

昭和61年度来佐野市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅶ

阪南町埋蔵文化財報告Ⅳ 阪南町埋蔵文化財発掘調査概要
海会寺―海会寺追跡発掘調査報告書一

大阪あ一かいぶず第 3号

冬期特別展陶邑 泉北資料館だより26
春期特別展大阪府下昭和60年度発掘調査成果展 同上27
昭和6ぼ碍〔大阪府の発掘調査 同上28
1986年度大阪府立永北考古資料館の概要 同■29
船橋遺跡出土優評1展 泉北考古資料館だより30
冬季特別展大阪府の古鏡展 泉北考古資料館だより31

昭和61年度平城宮跡発掘調査部発掘調査ll■報

平城求左求四条二坊一坪

埋蔵文化財ニュース58号

奈良国立文化財研究所年報1986

埋蔵文化財ニュース第55号

同上56号

同上57号

奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 昭和60年度
同上 昭和61年 度
奈良市埋蔵文化財調査センターネ己要1986

平城求束市跡推定地の調査Ⅳ

同上 V
奈良の文化財 古墳Ⅱ
者IBl池発掘調査報告書

郡山城追手向櫓・多聞櫓発掘調査概要報告書

平城京西一坊大路発掘調査概要報告書

長塚追跡発掘調査概要報告書

大和郡山市遺跡地図

前裁追跡 (第 2次 )一 弥生時代から鎌倉時代追跡の調査 天理市埋蔵文化
財調査報告第 3集

平群町廿口山(初香山)違跡 昭和60年度発掘調査概報
生駒十二峠の十二塚 重要有形民俗文化財調査報告書

尼崎市史第11巻 (房 1編 Ⅱ)

尼崎市中ノ田遺跡Ⅱ 尼崎市文化財調査報告第18集
天神追跡 三田市文化財調査報告第 3冊
小浜の町宏 宝塚市文化財調査報告第21集
中山荘園古墳発掘調査報告書 同上第19集
宝塚の植物 I草花 (合弁花類)同上第20集
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豊岡市教育委員会

岡 山
岡山県古代吉備文化財センター

島 根
島根大学附属図書館

山 口
山口大学埋蔵文化財資料館

福 岡
北九州市立考古博物館

宮 崎
宮崎県野尻町教育委員会

宮崎県総合博物館

鹿 児 島
鹿児島大学埋蔵文化財調査室

木簡学会

佐原 真
櫻井敷雄

宝塚の植物Ⅱ草花 (離弁花類)宝塚市文化財調査報告第22集

同上皿車花 (単子葉類)同上第23集

宝塚の古墳 宝塚市文化財資料 5
たからづかの道標 同上 6
宝塚の文化財ガイドマップ 同上 7
北浦古墳群・立石墳墓群

日撫・正福寺谷横穴墓群

日撫・備後衆山砦址

カキ谷B古墳群 1号墳

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告64

所報吉備 第 3号

山陰地域研究 (伝統文化部門分冊)第 3号

山口大学構内遺跡調査研究年報V

「北九州の横穴墓」展

東城原第 1・ 2・ 3遺跡 野尻町文化財調査報告書第 2集
埋蔵文化財調査研究報告I 陣内第 2遺跡・蓮ケ池横穴墓群―遺物編―

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅱ

木衡研究第 9号

飲食史林 第 7号
布忍神社本殿の建立年代と様式 松原市史研究紀要第 1号
近世初頭の春日造の基本計画

佛教藝術170号抜刷 (昭和62年 1月 )

自然神道の空間構成 大神神社大鳥居建立記念誌 (抜刷)
神佛習合の建築一大和紳社大直爾子神社社殿 (旧大御輪寺本堂)を中心とし

て「三輪流4申道の研究一大神神社の獅彿習合文化」
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(財)八尾市文化財調査研究会報告16

八尾市文化財調査研究会年報

昭和62年度

行 昭和63年 12月
集 財回法人 八尾市文化財調査研究会
〒581大阪府八尾市清水町 1丁目2番 1号
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